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主な内容

（３月１日現在 : 住民基本台帳）

（　）内は前月比

世 帯 数 ２万 5,029 （＋ ７）
人　 口 ５万 4,618 （－ 27）
男 ２万 5,599 （－ ５）
女 ２万 9,019 （－ 22）

出　 生 39
死　 亡 63
転　 入 99
転　 出 97
その他異動 ５

｢新しいユニフォームで息もピッタリ♪」｢新しいユニフォームで息もピッタリ♪」
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報
広

人と自然が融和した　にぎわいある元気都市　出水市



　

九
州
オ
ル
レ
出
水
コ
ー
ス
は
、
大
川
内

地
区
の
厳
島
神
社
か
ら
出
水
麓
武
家
屋
敷

群
ま
で
の
13
・
８
キ
ロ
㍍
の
ト
レ
ッ
キ
ン

グ
コ
ー
ス
で
、
米
ノ
津
川
沿
い
を
中
心
に

い
た
る
と
こ
ろ
で
清
流
の
せ
せ
ら
ぎ
を
感

じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
コ
ー
ス
は
、
矢

印
や
リ
ボ
ン
な
ど
の
目
印
に
沿
っ
て
い
つ

で
も
歩
く
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

体
験
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

現
在
九
州
に
は
、
出
水
コ
ー
ス
を
含
む

19
コ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

九
州
オ
ル
レ
の
マ
ナ
ー

○
勝
手
に
民
家
等
の
敷
地
に
入
ら
な
い
。

○
住
民
、
民
家
の
写
真
を
撮
影
す
る
と
き

は
必
ず
同
意
を
も
ら
う
。

○
ゴ
ミ
は
必
ず
持
ち
帰
る
。

○
道
沿
い
の
農
作
物
な
ど
を
採
ら
な
い
。

○
花
や
木
の
枝
を
採
ら
な
い
。

○
リ
ボ
ン
を
持
ち
帰
ら
な
い
。

○
道
案
内
の
看
板
に
は
触
ら
な

い
。

○
風
景
を
楽
し
む
。

○
車
道
を
歩
く
と
き
は
、
車
に

気
を
付
け
て
歩
く
。

○
急
傾
斜
地
等
で
の
危
険
な
行

動
は
控
え
る
。

○
途
中
で
出
会
う
旅
行
者
や
地

元
住
民
と
笑
顔
で
挨
拶
を
交

わ
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

本
庁
シ
テ

　

ィ
セ
ー
ル
ス
課
観
光
交
流
係

　
（
☎
�
４
０
５
９
）

　
州
オ
ル
レ
出
水
コ
ー

ス
が
、
２
月
18
日
に

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
韓
国

か
ら
の
参
加
者
お
よ
そ

１
０
０
人
を
含
む
約
３
０
０

人
が
参
加
し
て
、
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
を
開
催
。

オ
ル
レ
の
魅
力
で
あ
る
山
や

川
な
ど
自
然
の
景
観
を
楽
し

み
な
が
ら
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

を
楽
し
み
ま
し
た
。
ま
た
、

地
元
の
皆
さ
ん
の
飲
食
物
提

供
等
の
温
か
い
も
て
な
し
も

大
変
好
評
で
し
た
。

九
州
オ
ル
レ

出
水
コ
ー
ス
が
オ
ー
プ
ン

　オルレは、韓国・済
州島が発祥の地。元々
は済州の言葉で「通り
から家に通じる狭い路
地」という意味です。
オルレの魅力は海岸や

山などの自然を身近に
感じ、自分なりにゆっ
くり楽しみながら歩く
ところにあります。
　九州オルレは、済州
オルレの姉妹版です。
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南投県

台北市

台中市

台南市

高雄市

台湾（略図）

台
湾
海
峡

太平洋

埔
プーリーチン

里鎮

行
政
関
係
者
な
ど
が
本
市
を
訪

れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
両
市
（
鎮
）
の
友

好
と
親
善
を
深
め
て
い
く
た
め

協
議
を
進
め
て
い
る
中
で
の
訪

問
で
、
今
回
、
姉
妹
都
市
盟
約

の
締
結
に
向
け
て
取
り
組
む
合

意
書
が
両
市
（
鎮
）
の
間
で
交

わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

姉
妹
都
市
盟
約
が
結
ば
れ
た

場
合
、
観
光
、
産
業
、
教
育
、

文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
幅
広
い

分
野
で
活
発
に
交
流
を
進
め
て

い
こ
う
と
協
議
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

埔
里
鎮
は
、
台
湾
の
中
央

部
に
位
置
す
る
緑
豊
か
な
美

し
い
風
景
の
あ
る
、
人
口
約

８
万
２
千
人
の
ま
ち
で
あ
り
、

水
が
豊
富
で
農
業
が
盛
ん
で
あ

る
な
ど
、
本
市
と
共
通
す
る
部

分
が
多
い
ま
ち
で
す
。

　

ま
た
、
埔
里
鎮
を
含
む
南
投

県
は
、
年
間
４
０
０
万
人
の
観

光
客
が
訪
れ
る
台
湾
で
も
有
数

の
観
光
地
で
も
あ
り
ま
す
。

　

今
後
、
議
決
な
ど
を
受
け
て

両
市
の
準
備
な
ど
が
整
っ
た

後
、
本
市
と
埔
里
鎮
と
で
姉
妹

都
市
盟
約
が
締
結
さ
れ
る
予
定

で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　
本
庁
企
画
政
策
課
総
合
政
策
係

　
（
☎
�
４
０
３
６
）

音
楽
で
国
際
交
流
♪

　

２
月
26
日
、
出
水
市
少
年
少
女
合
唱

団
の
定
期
演
奏
会
が
、
市
音
楽
ホ
ー
ル

で
行
わ
れ
ま
し
た
。「
歌
の
力
で
平
和

を
未
来
へ
」
を
テ
ー
マ
に
３
部
構
成
の

ス
テ
ー
ジ
で
訪
れ
た
市
民
ら
を
魅
了
し

ま
し
た
。

　

今
回
の
演
奏
会
に
は
ゲ
ス
ト
と

し
て
、
韓
国
か
ら
「
天チ
ョ
ナ
ン
シ

安
市
少
年

少
女
合
唱
団
」
と
「
沙サ

ハ

ク
下
區
少
年

少
女
合
唱
団
」（
釜
山
市
）
が
訪
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
４
曲
を
披
露
。
３
つ
の

合
唱
団
合
同
で
３
曲
を
歌
い
ま
し

た
。
ま
た
、
男
性
合
唱
団
「
ゴ
ー

シ
ュ
」
の
皆
さ
ん
と
の
合
唱
も
あ

り
、
団
員
た
ち
は
、
音
楽
を
通
し

て
国
際
交
流
や
異
年
齢
交
流
を
楽

し
み
ま
し
た
。

　市少年少女合唱団では、新入団員を募
集しています。合唱団で思いっきり歌い
ませんか♪
対象者　市内の小学１年～高校３年生
練習　第２・第３を除く土曜日の午前中
※演奏会前には特別練習があります。
※詳しくはお問い合わせください。
申込・問い合わせ先　市教育委員会
　文化財課文化係（☎ 63 － 2200）

台
湾
と
の
交
流

～
姉
妹
都
市
盟
約
に
向
け
て
～

　

２
月
14
日
、
台
湾
南ナ
ン
ト
ウ
ケ
ン

投
県
埔プ
ー
リ
ー
チ
ン

里
鎮

か
ら
周
義
雄
鎮
長
、
議
会
関
係
者
、
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多
様
化
す
る
市
民
ニ
ー
ズ
や
社

会
情
勢
の
変
化
へ
柔
軟
に
対
応
す

る
た
め
、
４
月
か
ら
市
の
組
織
の

一
部
を
見
直
し
ま
す
。

子
育
て
支
援
、
健
康
増
進
、
高
齢

者
福
祉
の
充
実

○
健
康
増
進
課
健
康
増
進
係
を
分

　
割子

育
て
世
代
へ
の
支
援
を
充
実

さ
せ
、
市
民
の
健
康
に
関
す
る

ニ
ー
ズ
の
変
化
に
対
応
す
る
た

め
、
健
康
増
進
係
を
母
子
保
健

係
と
成
人
保
健
係
に
分
割
し
ま

す
。

○
い
き
い
き
長
寿
課
地
域
包
括
ケ

　
ア
推
進
係
を
新
設

高
齢
者
福
祉
施
策
に
つ
い
て
、

地
域
で
の
包
括
的
な
支
援
・
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
体
制
を
整
備
す

る
た
め
、
地
域
包
括
ケ
ア
推
進

係
を
新
設
し
ま
す
。

公
営
住
宅
と
空
き
家
対
策
の
連
携

○
住
宅
課
の
新
設

公
民
問
わ
ず
住
宅
ス
ト
ッ
ク
を

最
大
限
に
活
用
し
、
新
た
な
空

き
家
の
発
生
を
抑
制
す
る
た

め
、
公
営
住
宅
と
空
き
家
対
策

の
所
管
を
一
元
化
し
た
住
宅
課

を
新
設
し
ま
す
。

文
化
財
の
保
存
活
用
・
文
化
活
動

の
推
進

○
文
化
財
課
の
新
設

文
化
財
の
保
存
・
活
用
や
、
市

民
の
文
化
活
動
を
推
進
す
る
た

め
、文
化
財
課
を
新
設
し
ま
す
。

国
際
交
流
の
推
進

○
国
際
交
流
室
の
新
設

姉
妹
都
市
盟
約
を
締
結
し
て
い

る
大
韓
民
国
順
天
市
や
そ
の
他

海
外
都
市
と
の
文
化
的
・
経
済

的
交
流
、
外
国
人
旅
行
者
の
誘

致
な
ど
の
国
際
交
流
を
推
進
す

る
た
め
、
国
際
交
流
室
を
新
設

し
ま
す
。

情
報
政
策
の
強
化

○
情
報
課
の
新
設

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
や
、

社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
（
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
）
の
運
用
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
独
自

利
用
推
進
な
ど
、
情
報
政
策
を

強
化
す
る
た
め
、
情
報
課
を
新

設
し
ま
す
。

政
策
立
案
機
能
の
強
化

○
総
合
政
策
課
と
企
画
課
を
統
合

企
画
部
門
と
政
策
調
整
部
門
を

統
合
し
、
よ
り
効
率
的
で
効
果

的
な
行
政
運
営
を
行
う
た
め
、

総
合
政
策
課
と
企
画
課
を
統
合

し
、
名
称
を
企
画
政
策
課
に
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
企
画
政
策
課
行
政
改
革
係

　
（
☎
�
４
０
３
７
）

市
の
組
織
の
一
部
が
変
わ
り
ま
す

（
株
）
エ
ネ
ル
ギ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
と
立
地
協
定

― 

Ｎ
Ｅ
Ｃ
・
パ
イ
オ
ニ
ア
工
場
跡
地 

―

　

本
市
と
株
式
会
社
エ
ネ
ル
ギ
ー

ギ
ャ
ッ
プ
は
２
月
21
日
、
立
地
協
定

を
締
結
し
ま
し
た
。
Ｎ
Ｅ
Ｃ
・
パ
イ

オ
ニ
ア
工
場
跡
地
へ
の
企
業
誘
致
活

動
を
続
け
て
き
た
本
市
に
と
っ
て
、

念
願
の
企
業
進
出
と
な
り
ま
し
た
。

　

同
社
は
、
２
０
１
４
年
に
創
業
さ

れ
た
太
陽
電
池
モ
ジ
ュ
ー
ル（
太
陽

光
パ
ネ
ル
）の
研
究
開
発
、
生
産
販

売
会
社
で
、
発
電
所
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
企
画
す
る
な
ど
全
国
で
も
多
く
の

実
績
を
残
し
て
い
る
会
社
で
す
。

　

今
回
、
約
２
万
３
千
平
方
㍍
を
取

得
予
定
で
、
元
パ
イ
オ
ニ
ア
・
プ
ラ
ズ

マ
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
社
の
20
工
場
を
改

修
活
用
し
て
、
太
陽
電
池
モ
ジ
ュ
ー

ル
の
組
立
製
造
を
行
う
株
式
会
社
エ

ネ
ル
ギ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
出
水
第
一
工
場

（
仮
称
）を
操
業
予
定（
２
０
１
７
年

度
内
に
操
業
開
始
）で
、
初
年
度
に

45
人
の
地
元
新
規
雇
用
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

　

今
回
の
工
場
新
設
は
、
地
域
で
の

雇
用
創
出
・
活
性
化
や
市
域
経
済
の

浮
揚
発
展
に
大
き
く
貢
献
す
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
本
庁
シ
テ
ィ
セ
ー

　

ル
ス
課
産
業
支
援
係

　
（
☎
�
４
０
４
０
）

ス
ク
ミ
リ
ン
ゴ
ガ
イ

（
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
）

の
防
除

　

ス
ク
ミ
リ
ン
ゴ
ガ
イ

（
通
称
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
）

は
４
月
～
９
月
に
か
け
て

活
動
し
ま
す
。

ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
の
防
除

方
法

浅
水
管
理　
貝
が
水
稲
に

　

害
を
及
ぼ
す
の
は
田
植

　

え
後
、
約
３
週
間
で
す

　

の
で
、
そ
の
間
は
水
深

　

を
浅
く
保
ち
ま
す
。

※
田
植
え
前
に
ほ
場
の
高

　

低
を
修
正
し
、
被
害
が

　

生
じ
や
す
い
田
植
え
直

　

後
は
浅
水
と
し
、
徐
々

　

に
水
深
を
増
加
さ
せ
、

　

発
芽
し
て
く
る
雑
草
を

　

貝
に
食
べ
さ
せ
る
な
ど

　

の
工
夫
が
必
要
で
す
。

水
路
か
ら
の
侵
入
を
防
止

す
る

　

水
口
に
メ
ッ
シ
ュ
金
網

　
（
網
目
５
～
20
ミ
リ
㍍
）

　

を
張
る
か
、
水
口
に
網

　

袋
（
６
～
９
ミ
リ
㍍
）

　

を
取
り
付
け
付
着
し
た

　

ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
を
除

　

去
し
ま
す
。
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　市では、ボランティア団体のご協力で広報
紙の点字・音声サービスを行っています。
　点字版広報いずみをボランティア団体「稲
穂の会」の皆さんが、カセットテープに録音
した広報いずみ等をボランティア団体「音声
訳クラブエコーいずみ」の皆さんが毎月作成

していて、利用登録している方に、郵
送でお届けしています。
　広報紙の点字・音声サービスを希望
される方は、お気軽にご連絡ください。
問い合わせ先　本庁福祉課障害福祉係
　　　　　　　（☎ 63 － 4045）

広報紙の点字・音声サービス

　市では、手話奉仕員および点訳奉仕員の養
成講座を右表のとおり開催します。
　受講希望のある方はお申し込みください。
※入門課程修了者対象の手話奉仕員養成講座
　（基礎課程）は、10 月から開講するため、
　９月に募集します。
申込・問い合わせ先
　本庁福祉課障害福祉係（☎ 63 － 4045）

手話奉仕員養成講座
（入門課程） 点訳奉仕員養成講座

実施日 ５月 11 日～９月 14 日の
毎週木曜日（19 回開催）

５月 27 日～３月 24 日の毎月
第２・４土曜日（祝祭日は振
り替え有）（21 回開催）

時　間 午後７時～同９時 午前９時～正午

場　所 市社会福祉会館

募集期限 ４月 21 日（金） ５月８日（月）

開講式 ５月 11 日（木）午後７時 ５月 27 日（土）午前９時

手話や点訳を学びませんか

正午

6月17日（土）

午後1時

5 月 12 日（金）
6 月上旬

薬
品
散
布
に
よ
る
防
除

ス
ク
ミ
ノ
ン　
ジ
ャ
ン
ボ

タ
ニ
シ
に
対
し
て
誘
引

性
が
あ
り
、
摂
取
す
る

と
死
ぬ
か
、
異
常
行
動

を
起
こ
し
ま
す
。
湛
水

状
態
で
均
一
に
散
布

し
、
散
布
後
７
日
間
は

落
水
や
か
け
流
し
を
し

な
い
。耐
水
性
の
た
め
、

多
雨
条
件
で
も
効
果
が

持
続
し
ま
す
。

※
水
田
以
外
に
は
使
用
し

　

な
い
で
く
だ
さ
い
。

石
灰
窒
素　
荒
起
し
後
３

～
４
セ
ン
チ
㍍
に
湛
水

し
、
３
～
４
日
後
全
面

に
散
布
、
３
～
４
日
後

放
置
後
植
代
を
行
う
。

水
温
が
15
度
以
上
の
時

期
に
行
う
。

※
稲
に
対
し
て
薬
害
が
あ

　

る
た
め
、
稲
の
生
育
中

　

に
は
使
用
で
き
な
い
。

※
魚
介
類
に
影
響
が
あ
る

　

の
で
河
川
へ
の
流
出
、

　

飛
散
し
な
い
よ
う
注
意

　

す
る
。

問
い
合
わ
せ
先

鹿
児
島
県
農
政
普
及
課

出
水
市
駐
在

（
☎
�
３
１
１
５
）

　６月 17 日（土）に市文化会館で公開収録される「出張！なんでも
鑑定団 in 出水」の観覧者を募集します。往復はがきに必要事項を記
入の上、ご応募ください（左の記入例参照）。
申込・問い合わせ先　本庁シティセールス課内
　「出張！なんでも鑑定団 in 出水」観覧係（☎ 63 － 4059）
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2017 年度出水市民大学入学申込書 

氏   名 住   所 電話番号 学生区分(どちらかに○) 

   
一般   中高生 

(1,000 円) (500 円) 

   
一般   中高生 

(1,000 円) (500 円) 

   
一般   中高生 

(1,000 円) (500 円) 

   
一般   中高生 

(1,000 円) (500 円) 
 

※この用紙で最大４人まで同時に申し込むことが出来ます。会費を添えてお申し込みください。 

あ き   みつる 

《著作》 

不知火の詩、まゆの花、遠くの太鼓 

【申込方法】  窓  口：申込書を切り取り、必要事項を記入の上、市役所４階 生涯学習課内出水

市民大学事務局に会費を添えてお申し込みください。 

電話・ＦＡＸ：電話やＦＡＸでも申し込みができます。その場合は第１回目に会費をお持

ちください。（電話 63-2２００ FAX6３-２２０２） 

切り取り線 

江内地区の野口出身 

野口で生まれ育ち、江内小学校に通ってい

ました。今回は、小学校在学中の戦争時代

をたくましく生き抜いた体験を基に、心豊

かに生きることの大切さを話していただき

ます。 

た な べ  げん 

 
おもしろ・おかし・健康話！！ 

医師会立第二病院長の田辺先生は 

俳句・川柳が大得意 

今回は堅苦しい健康の話をおもしろ・おかしく、 

そして有意義に分かりやすく話していただきます。 
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出水市民大学は、現在 10 人の運営委員でボランティア運営を行っています。私たちと一緒に講師の選定や広報

活動など楽しく運営活動を行いませんか。興味のある方は、事務局までご連絡ください。 

 

はらぐち  ゆ う こ 

歌ったＣＭソング 3,000 曲以上。 

あなたも一度は耳にしたことがあるあの声。 

今回は、歌と体験話、出水兵児修養掟についてトーク

していただきます。 

 

ミ  ネ  ハ  ハ 

※第 2 回は、日曜日開催です。（ほか３回は土曜日開催） 

当日は受付が大変混み合います。できるだけ事前のお申し込みをお願いします。 

ＣＭ 
 グ・リ・コ♪ 

 クロネコヤマトの 

宅・急・便♪ 

あなたは知っていますか？ 

     出水のツル！ 

万羽ツルの飛来地、出水。 

世界的に有名なツルについて知っていますか。 

今回はツルのあれこれ、ロシアやモンゴルでの成長の様子やそ

の時の観察体験など語っていただきます。 

会場：音楽ホール 
対 象：中学生以上の出水市民 

年会費：一般 １，０００円、中・高校生 ５００円 

（市外の方も聴講生として 1 回５００円で受講可、中・高校生は 1 回２００円） 

ＣＭソングの女王 

 サッポロ一番  

味噌ラ～メン♪ 
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連結財務書類
　市では、普通会計で行っている事業のほかにも、病院事業、水道事業、下水道事業や国民健康保険事業など
の事業を公営事業会計として行っています。また、市が単独で行っている事業のほか、出水地区２市１町で構
成している北薩広域行政事務組合が実施しているごみ処理やし尿処理などの事業があります。
　このように市全体の姿を把握し分析するためには、普通会計に公営事業会計や一部事務組合などを連結した
財務書類が必要になります。
　なお、一部事務組合や広域連合を連結する場合は、負担割合や出資割合に応じて連結することになります。
　本市の連結対象範囲と連結財務書類４表については、次のとおりです。

水道事業、病院事業、下水道事業、
特定環境保全公共下水道事業、
農業集落排水事業、地方卸売市場事業、
国民健康保険事業、後期高齢者医療事業、
介護保険事業、交通災害共済事業

北薩広域行政事務組合、県市町村総合事務組合、県後期高齢者医療広域連合など

※紙面の都合上、要約版として掲載しておりますが、詳細については、市のホームページに掲載してあります。
　不明な点などがございましたら、本庁財政課財政係（☎ 63 − 4025）にお問い合わせください。

本市の連結範囲

普 通 会 計

1,522 億円

【内訳】
公共資産� 1,244 億円　
投資等� 124 億円　
流動資産� 154 億円　

（うち資金　146 億円）　

550 億円

【内訳】
固定負債� 486 億円　
流動負債� 64 億円　

972 億円

1,522 億円 1,522 億円

期首（2014 年度末）資金残高� 140 億円

当期収支� ６億円
【内訳】

経常的収支� 65 億円
公共資産整備収支� △ 11 億円
投資・財務的収支� △ 48 億円

期末（2015 年度末）資金残高� 146 億円

515 億円

【内訳】
人にかかるコスト� 90 億円　
物にかかるコスト� 102 億円　
移転支出的なコスト� 309 億円　
その他のコスト� 14 億円　

202 億円

313 億円

期首（2014 年度末）純資産残高� 964 億円

当期変動高� ８億円
【内訳】

純経常行政コスト� △ 313 億円
財源の調達� 321 億円

期末（2015 年度末）純資産残高� 972 億円

連結貸借対照表

連結資金収支計算書

連結行政コスト計算書

連結純資産変動計算書

純資産

負　債 経常行政コスト（Ａ）資　産

資産合計 負債・純資産合計 経常収益（Ｂ）

純経常行政コスト（Ａ）−（Ｂ）

連　結
市全体

公営事業会計

　総務省が示している作成基準に基づき、市の資産や債務などを企業会計的な手法を取り入れ適切な管理運用
を行うことを目的に、財務書類４表を作成しましたのでお知らせします。
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2015 年度　地方公会計制度に基づく財務書類４表

　「貸借対照表」とは、市の施設、市が所有する現金や債権、資産
形成のために投資された資金などがどれくらいあるかを示したも
ので、資産・負債・純資産の３つの要素から構成されています。
　左（資産）右（負債と純資産）の合計額が等しいこと（＝バラ
ンスが取れていること）から、バランスシートと呼ばれます。
　本市の場合、2015 年度までに 1,097 億円の資産を形成してきて
おり、そのうち、道路、学校などの公共資産が 800 億円になって
います。また、現世代までが負担した純資産は 807 億円であり、
資産全体の約 74 パーセントを占めています。

1,097 億円

　市が所有している財産の内
容と金額です。

【内訳】
公共資産� 800 億円
　道路、橋りょう、公園、
学校庁舎、公営住宅など

投資等� 177 億円
　特定目的基金、出資金、
長期延滞債権など

流動資産� 120 億円
　現金・預金、財政調整基
金、減債基金、未収金など

（うち歳計現金� 15 億円）

290 億円

　借入金（市債）など、現世
代および将来世代の負担で返
済していく債務です。

【内訳】
固定負債� 263 億円
　市債、退職手当引当金な
ど

流動負債� 27 億円
　翌年度償還市債など

807 億円

　現世代までの負担で、支
払いが済んでいる正味の資
産です。

1,097 億円 1,097 億円

　普通会計の資金残高が、2015 年度中にどのように
増減したかを示しています。

期首（2014 年度末）資金残高� 13 億円

当期収支� ２億円
　【内訳】

経常的収支� 49 億円
公共資産整備収支� △９億円
投資・財務的収支� △ 38 億円

期末（2015 年度末）資金残高� 15 億円

　普通会計の純資産（正味の資産）が、2015 年度中
にどのように増減したかを示しています。

期首（2014 年度末）純資産残高� 792 億円

当期変動高� 15 億円
　【内訳】

純経常行政コスト� △ 212 億円
財源の調達� 227 億円

期末（2015 年度末）純資産残高� 807 億円

　219 億円

【内訳】
人にかかるコスト� 47 億円
　職員の給与・退職手当など

物にかかるコスト� 54 億円
　物品購入、光熱水費、施設の修繕費、
減価償却費など

移転支出的なコスト� 115 億円
　生活保護などの社会保障給付、各種
団体等への補助金、繰出金など

その他のコスト� ３億円
　市債の利息など　

７億円

　行政サービスの利用で市民の皆さま
が直接負担する施設使用料や手数料な
どです。

　212 億円

普通会計貸借対照表

普通会計資金収支計算書

　市の活動は、福祉や教育などでの人的
サービスや給付サービスの提供など、資産
形成につながらない行政サービスが大きな
比重を占めています。そのためのコスト（原
価・費用）がいくらかかっているかを整理
したものが「行政コスト計算書」です。
　2015 年度１年間のコスト総額は 219 億
円で、使用料や手数料などの経常収益を差
し引いた純経常行政コストは 212 億円です。

普通会計行政コスト計算書

普通会計純資産変動計算書

負債・純資産
合　　計

純経常行政コスト
 （Ａ）−（Ｂ）資産合計

資　産 負　債 経常行政コスト（Ａ）

経常収益（Ｂ）

純資産
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名
④
性
別
⑤
年
代
（
児
童
生
徒

　

は
学
校
・
学
年
）
⑥
居
住
地
（
市

　

町
村
名
）
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ

　

い
。

・
　

市
青
年
の
家
（
☎
�
２
１

　

３
５
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
�
９
４
１
７
）

　

電
子
メ
ー
ル
：seinen_c@

　

　

city.izum
i.kagoshim

a.jp

　

い
ず
み
園
で
は
、
地
域
の
皆
さ

ま
に
感
謝
を
込
め
て
「
い
ず
み
園

虹
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
を
開
催
し
ま

す
。
当
日
は
、
花
・
野
菜
の
苗
、

木
工
関
連
商
品
、
木
炭
関
連
商
品
、

そ
の
ほ
か
多
数
の
商
品
が
準
備
さ

れ
て
い
ま
す
。

 

４
月
17
日
（
日
）

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時

 
い
ず
み
園
（
平
和
町
）

 
い
ず
み
園
（
☎
�
０
１
２
０
）

対
象
者　
３
～
５
人
で
チ
ー
ム
を

　

作
れ
ば
ど
な
た
で
も
参
加
で
き

　

ま
す
。
た
だ
し
、
小
学
３
年
生

　

以
下
は
保
護
者
同
伴
に
限
り
ま

　

す
。

定
員　
70
チ
ー
ム
約
３
０
０
人

※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り

　

ま
す
。

内
容　
「
お
た
け
び
コ
ン
テ
ス
ト
」
や

　
「
コ
ロ
コ
ロ
Ｐ
Ｋ
」
な
ど
楽
し

　

い
ゲ
ー
ム
が
い
っ
ぱ
い
。

※
全
10
カ
所
を
回
る
ど
き
ど
き
コ

　

ー
ス
と
、
幼
児
も
一
緒
に
楽
し

　

め
る
少
し
短
い
（
７
カ
所
）
わ

　

く
わ
く
コ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

持
っ
て
く
る
物　
野
外
活
動
が
で

　

き
る
服
装
、
タ
オ
ル
、
弁
当
、

　

飲
み
物

申
込
方
法　
４
月
20
日
（
木
）
ま

　

で
に
青
年
の
家
に
電
話
、
フ
ァ

　

ッ
ク
ス
、
電
子
メ
ー
ル
ま
た
は

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
い
ず
れ
か

　

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

①
希
望
の
コ
ー
ス
②
代
表
者
の

　

電
話
番
号
③
参
加
者
全
員
の
氏

　

市
青
年
の
家
で
は
、
春
の
自
然

ま
つ
り
「
第
15
回
チ
ャ
レ
ン
ジ
・

ラ
リ
ー
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

チ
ャ
レ
ン
ジ
・
ラ
リ
ー
は
、
市

民
の
森
で
地
図
と
コ
ン
パ
ス
を
頼

り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
ポ
イ
ン
ト
を
探

し
出
し
、
素
朴
な
遊
び
や
楽
し
い

ゲ
ー
ム
を
し
な
が
ら
得
点
を
競
う

野
外
活
動
で
す
。

 

４
月
29
日
（
土
・
祝
日
）

　

午
前
９
時
～
午
後
２
時
30
分

　
（
午
前
８
時
30
分
受
け
付
け
）

 

青
年
の
家
お
よ
び
そ
の
周
辺

　
（
市
民
の
森
）

※
小
雨
決
行
。
荒
天
の
場
合
は
、

　

青
年
の
家
本
館
と
小
原
山
体
育

　

館
で
午
前
中
の
み
実
施
し
ま
す
。

 

１
人
当
た
り
１
０
０
円

催
　
　
　
し

催
　
　
　
し

春
の
自
然
ま
つ
り

チ
ャ
レ
ン
ジ
ラ
リ
ー
開
催

～
野
間
之
関
所
ま
つ
り

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
～

　

薩
摩
の
３
大
関
所
の
一
つ
で
あ

っ
た
野
間
之
関
所
跡
を
ス
タ
ー
ト

し
、
み
か
ん
の
花
の
香
り
の
中
、

薩
摩
街
道
、
み
か
ん
畑
を
散
策
し

ま
せ
ん
か
！
会
場
で
は
わ
た
あ

め
、
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
、
金
魚
す
く

い
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

 

４
月
29
日
（
土
・
祝
日
）
午

　

前
10
時（
午
前
９
時
受
け
付
け
）

※
雨
天
決
行

※
車
で
お
越
し
の
方
は
、
加
紫
久

　

利
公
園
駐
車
場（
徒
歩
約
８
分
）、

　

米
ノ
津
運
動
公
園
駐
車
場
（
徒

　

歩
約
10
分
）
を
ご
利
用
く
だ
さ

　

い
。
肥
薩
お
れ
ん
じ
鉄
道
を
ご

　

利
用
の
場
合
は
、
米
ノ
津
駅
下

　

車
徒
歩
約
10
分
で
す
。

コ
ー
ス

　

野
間
之
関
所
跡
周
辺
（
約
６
㌔
）

※
コ
ー
ス
途
中
に
飲
み
物
等
を
、

　

ゴ
ー
ル
地
点
に
は
、
う
ど
ん
、

　

み
か
ん
等
を
準
備
し
ま
す
。

 

一
般　

千
円

　

中
学
生　

５
０
０
円

※
当
日
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

※
保
険
料
、手
土
産
、軽
食
代
含
む
。

※
小
学
生
以
下
は
無
料
（
保
護
者

　

同
伴
に
限
る
。手
土
産
等
な
し
。）

虹
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
が

開
催
さ
れ
ま
す

定
員　
先
着
４
０
０
人

応
募
期
限　
４
月
22
日
（
土
）

 

参
加
申
込
書
に
必
要
事
項
を

　

記
入
の
上
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま

　

た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
申
し

　

込
み
く
だ
さ
い
。

・
　

本
庁
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
課

　

観
光
交
流
係
（
☎
�
４
０
６
１
、

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
�
１
３
３
１
）

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://nom
anosekisyo.

　

jim
udo.com

薩
摩
街
道
や
み
か
ん
畑

を
散
策

ふりがな

氏名

※中学生は「中」に、小学生以下は「小」に○をしてください。

中学生以下
は↓に○を

小・中

小・中

小・中

郵便番号

野間之関所まつりウォーキング大会　参加申込書

住所 ＴＥＬ

切り取り
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で
す
。

※
氏
名
な
ど
の
個
人
情
報
は
非
公

　

開
で
す
。

※
４
月
８
日
以
降
に
受
け
付
け
た

　

分
は
、
２
０
１
８
年
５
月
に
奉

　

納
し
ま
す
。

・
　

水
俣
市
環
境
課
（
☎
０
９

　

６
６

－

６
１

－
１
６
４
７
）

　

水
俣
市
立
水
俣
病
資
料
館
（
☎

　

０
９
６
６

－
６
２

－

２
６
２
１
）

　

市
で
は
、
健
康
維
持
や
介
護
予

防
な
ど
の
活
動
に
高
齢
者
が
参
加

し
た
場
合
に
ポ
イ
ン
ト
が
貯
ま
る

「
高
齢
者
元
気
度
ア
ッ
プ
・
ポ
イ

ン
ト
事
業
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

貯
ま
っ
た
ポ
イ
ン
ト
は
、
地
域
商

品
券
と
交
換
で
き
ま
す
。

※
ポ
イ
ン
ト
を
貯
め
る
に
は
、
申

　

請
（
ポ
イ
ン
ト
手
帳
の
受
領
）

　

が
必
要
で
す
。

対
象
者　
市
内
の
65
歳
以
上
の
高

　

齢
者

対
象
の
活
動

○
市
が
実
施
す
る
健
康
増
進
・
介

　
護
予
防
教
室

介
護
予
防
教
室
（
サ
ロ
ン
、
出

前
講
座
等
）、
介
護
予
防
教
室

　

劇
団
ど
く
ん
ご
の
公
演
「
愛
よ

り
速
く
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

劇
団
ど
く
ん
ご
は
、
本
市
上
場

に
拠
点
を
置
き
、
野
外
テ
ン
ト
劇

場
を
公
園
・
駐
車
場
等
に
設
営
し

全
国
を
回
っ
て
い
る
劇
団
で
す
。

通
常
の
演
劇
と
違
っ
た
雰
囲
気
と

野
外
演
劇
の
魅
力
を
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。

 

５
月
３
日
（
水
）

　

午
後
７
時
開
演
（
午
後
６
時
30

　

分
開
場
）

 

市
陸
上
競
技
場　

芝
生
広
場

 

一
般
前
売
券　

２
５
０
０
円

　
（
一
般
当
日
券　

２
８
０
０
円
）

　

中
高
生　

１
３
０
０
円

　

小
学
生　

５
０
０
円

※
小
学
生
未
満
は
無
料

 

劇
団
ど
く
ん
ご
（
☎
�
２
５

　

８
８
）

　

劇
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

　

http://w
w

w
.dokungo.com

/

　

水
俣
病
の
犠
牲
と
な
っ
て
亡
く

な
ら
れ
た
全
て
の
生
命
に
慰
霊
の

祈
り
を
さ
さ
げ
て
、
環
境
再
生
・

創
造
を
誓
う
た
め
、
水
俣
病
犠
牲

者
慰
霊
式
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

送
迎
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
の

で
、
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
参
列
を

お
願
い
し
ま
す
。

 

５
月
１
日
（
月
）

　

午
後
１
時
30
分
～
同
３
時

※
雨
天
決
行

 

エ
コ
パ
ー
ク
水
俣
親
水
緑
地

　

ボ
ー
ド
ウ
ォ
ー
ク
「
水
俣
病
慰

　

霊
の
碑
」
前

送
迎
バ
ス　
高
尾
野
野
口
漁
港　

　
（
正
午
発
）
→
出
水
漁
港
（
名

　

護
漁
港
）
20
分
→
出
水
総
合
医

　

療
セ
ン
タ
ー
25
分
→
切
通
小
学

　

校
（
Ｊ
Ａ
前
田
支
所
前
）
40
分

　

→
神
川
駐
車
場
（
県
境
）
45
分

　

→
袋
駅
前
50
分
→
会
場
（
午
後

　

１
時
到
着
予
定
）

※
慰
霊
式
終
了
後
は
、
逆
コ
ー
ス

　

で
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。

慰
霊
の
碑
に
奉
納
す
る
名

簿
の
受
け
付
け

　

水
俣
病
資
料
館
で
は
、
毎
年
５

月
１
日
に
、エ
コ
パ
ー
ク
水
俣「
親

水
緑
地
」
で
行
わ
れ
る
水
俣
病
犠

牲
者
慰
霊
式
で
慰
霊
の
碑
に
奉
納

す
る
名
簿
の
申
し
込
み
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

※
申
込
者
（
遺
族
）
に
は
、後
日
、

　

水
俣
病
犠
牲
者
慰
霊
式
の
案
内

　

状
を
送
付
し
ま
す
。

対
象　
水
俣
病
認
定
患
者
で
、
亡

　

く
な
ら
れ
た
方

募
集
期
限　
４
月
７
日
（
金
）

※
申
し
込
み
に
は
、
印
鑑
が
必
要

劇
団
ど
く
ん
ご
が
公
演

水
俣
病
犠
牲
者
慰
霊
式

笑
が
お
塾
（
会
員
の
み
）、
認

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
、

認
知
症
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
研
修
、

出
水
こ
け
ん
塾
、
健
康
づ
く
り

講
演
会
、
こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く

り
講
演
会
、
健
康
相
談
、
複
合

健
診
・
女
性
が
ん
検
診
、
結
核

検
診
、
健
診
結
果
報
告
会
、
各

健
康
教
室
（
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ

ン
ド
ロ
ー
ム
予
防
教
室
、
腎
臓

を
守
る
教
室
、
健
康
男
子
教
室

等
）、
健
康
づ
く
り
教
室
Ｏ
Ｂ

会
（
会
員
）、
健
康
教
室
（
サ

健
　
　
　
康

健
　
　
　
康

ポ
イ
ン
ト
を
貯
め
て
商
品

券
と
交
換
し
ま
し
ょ
う

施　設　名 活　動　　
特別養護老人ホーム鶴寿園 洗濯物たたみ

介護老人保健施設ラフォンテいずみ 散歩補助、話し相手、本読み等

特別養護老人ホーム野田の郷 施設内外の清掃、話し相手等

デイサービスセンター野田の郷 移動介助、訓練補助等

レストケア出水在宅医療センター 話し相手、運動の手伝い、草取り等

青葉デイサービスセンター 話し相手、草取り

介護老人保健施設ニューライフいずみ オムツたたみ、話し相手

デイサービスセンター和 遊び相手（麻雀）
特別養護老人ホーム出水の里・軽費
老人ホーム鶴水園・デイサービスセ
ンター出水の里（さつき）

花壇手入れ、レクリエーション補助、
散歩補助

小規模多機能ホーム　てまり 花壇手入れ、遊び相手（囲碁）等

グループホーム野菊 除草、畑作業

いずみ園 「虹のマーケット」での販売、駐車場案内等

デイサービスセンターリハシップあい西出水 話し相手、行事等の支援、除草等

野田中学校 草取り、花壇の整備等

下水流小学校 昔遊びの講師、餅つき支援

point

ロ
ン
、
出
前
講
座
等
）、
交
通

教
室
、
交
通
安
全
街
頭
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
、
人
生
大
学
、
鶴
亀
大

学
、
野
田
高
齢
者
大
学
（
健
康

増
進
等
の
講
話
時
）、
出
水
市

民
大
学

○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
（
左
の
表

　
参
照
）

○
サ
ロ
ン
活
動

・
　

本
庁
い
き
い
き
長
寿
課
高

　

齢
者
支
援
係
（
☎
�
４
０
４
６
）

　

市
社
会
福
祉
協
議
会

　
（
☎
�
２
１
４
０
）
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い
た
だ
き
ま
す
。

重
症
化
予
防
対
象
者

○
特
定
健
診
の
結
果
、
医
療
機
関

　

で
の
受
診
が
必
要
だ
と
思
わ
れ

　

る
が
、
受
診
し
て
い
な
い
方

※
早
期
受
診
・
早
期
治
療
で
病
気

　

の
重
症
化
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

 

出
水
保
健
セ
ン
タ
ー
健
康
増

　

進
課
健
康
増
進
係

　
（
☎
�
２
１
４
８
）

　

ア
マ
チ
ュ
ア
音
楽
の
祭
典
「
ア

マ
チ
ュ
ア
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
（
Ａ
Ｍ
Ｆ
）
in
い
ず

み
」
を
８
月
27
日
（
日
）
午
後
１

時
か
ら
、
市
音
楽
ホ
ー
ル
で
開
催

予
定
で
す
。

　

実
行
委
員
会
で
は
、
出
演
団
体

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を
募

集
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
応
募
く

だ
さ
い
。

参
加
資
格

○
市
内
に
住
所
を
有
す
る
方
、
市

　

内
に
勤
務
す
る
方
、
市
内
に
通

　

学
す
る
方
が
１
人
以
上
参
加
す

　

る
グ
ル
ー
プ
ま
た
は
個
人
と
し

　

ま
す
。
た
だ
し
、
高
校
生
以
上

※
高
校
生
は
、
学
校
長
の
許
可
が

　

必
要
で
す
。

○
１
～
10
人
程
度
の
ロ
ッ
ク
・
フ

　

ォ
ー
ク
・
ジ
ャ
ズ
な
ど
の
弾
き

　

語
り
や
バ
ン
ド
演
奏（
コ
ピ
ー
・

　

オ
リ
ジ
ナ
ル
は
問
い
ま
せ
ん
が

　

カ
ラ
オ
ケ
は
除
き
ま
す
。）

参
加
要
領

○
出
演
に
係
る
経
費
は
、
入
場
料

　

な
ど
を
充
て
ま
す
が
、
不
足
す

　

る
場
合
は
、
出
演
者
に
一
部
負

　

担
し
て
も
ら
う
場
合
が
あ
り
ま

　

す
。

○
参
加
申
し
込
み
が
多
数
の
場
合

　

は
、
実
行
委
員
会
で
選
考
し
ま

　

す
。

○
楽
器
・
ア
ン
プ
類
等
の
必
要
な

　

も
の
は
、
全
て
出
演
者
で
準
備

　

す
る
も
の
と
し
ま
す
。

募
集
期
限　
４
月
28
日
（
金
）

　

午
後
５
時

 

市
中
央
公
民
館
に
準
備
し
て

　

あ
る
申
込
書
で
同
館
に
お
申
し

　

込
み
く
だ
さ
い
。
（
土
・
日
、

　

祝
日
も
受
付
可
）

※
第
１
回
実
行
委
員
会
を
５
月
中

　

に
開
催
し
ま
す
。

※
お
手
伝
い
を
し
て
い
た
だ
く
ボ

　

ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ（
司
会
・

　

舞
台
等
）も
募
集
し
て
い
ま
す
。

 

市
中
央
公
民
館
（
☎
�
２
１

　

０
６
）

　

Ａ
Ｍ
Ｆ
実
行
委
員
長
（
高
野
）

　
（
☎
０
９
０

－

４
９
８
３

－

４

　

３
１
１
）

　

開
発
途
上
国
の
人
々
と
共
に
生

活
し
、
技
術
・
経
験
を
生
か
し
て
、

現
地
で
活
動
す
る
青
年
海
外
協
力

隊
・
日
系
社
会
青
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

日
系
社
会
シ
ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
募
集
し
ま
す
。

　

体
験
談
・
説
明
会
が
開
催
さ
れ

ま
す
の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

募
集
期
限　
５
月
10
日　
（
水
）

体
験
談
・
説
明
会
（
青
年
・
シ
ニ

ア
合
同
）

 

４
月
20
日
（
木
）

　

午
後
７
時
～
同
８
時
30
分

 

鹿
児
島
市
勤
労
者
交
流
セ
ン

　

タ
ー

※
派
遣
国
や
募
集
分
野
等
詳
し
く

　

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
デ
ス
ク
鹿
児
島　

　
（（
公
財
）
鹿
児
島
県
国
際
交
流

　

協
会
）（
☎
０
９
９

－

２
２
１

　

－

６
６
２
４
）

　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w

w
.jica.go.jp

募
　
　
　
集

募
　
　
　
集

Ａ
Ｍ
Ｆ
出
演
者・ス
タ
ッ

フ
募
集

　

国
民
健
康
保
険
お
よ
び
後
期
高

齢
者
医
療
で
は
、
医
療
費
適
正
化

の
取
り
組
み
と
し
て
、
保
健
師
や

看
護
師
が
次
の
よ
う
な
方
（
訪
問

対
象
者
）
を
訪
問
し
て
い
ま
す
。

訪
問
対
象
者

重
複
等
受
診
者

○
同
じ
病
気
で
複
数
の
医
療
機
関

　

を
受
診
さ
れ
て
い
る
方
や
、
同

　

じ
医
療
機
関
を
頻
繁
に
受
診
さ

　

れ
て
い
る
方

※
身
体
的
に
も
金
銭
的
に
も
負
担

　

が
増
え
ま
す
の
で
、
適
正
受
診

　

を
お
願
い
し
ま
す
。

特
定
健
診
未
受
診
者
（
40
歳
～
74

歳
の
国
民
健
康
保
険
の
方
）

○
特
定
健
診
を
受
診
さ
れ
て
い
な

　

い
方

※
生
活
習
慣
病
（
高
血
圧
症
や
糖

　

尿
病
、
脂
質
異
常
症
等
）
の
早

　

期
発
見
・
早
期
治
療
の
た
め
、

　

特
定
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

 

本
庁
市
民
生
活
課
健
康
保
険

　

係
（
☎
�
４
０
４
１
）

特
定
保
健
指
導
対
象
者

○
特
定
健
診
の
結
果
、
メ
タ
ボ
リ

　

ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
該
当
ま
た

　

は
予
備
群
該
当
の
方

※
各
個
人
に
合
わ
せ
た
、
生
活
習

　

慣
改
善
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て

保
健
師
や
看
護
師
が

訪
問
し
ま
す

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
青
年
海
外
協
力

隊
・
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
等
募
集

市
文
化
協
会
・
第
６
回

美
術
工
芸
展

　

市
文
化
協
会
美
術
工
芸
部
に

よ
る
、
絵
画
・
水
墨
画
・
水
彩

画
・
写
真
・
陶
芸
・
木
工
・
ス

テ
ン
ド
グ
ラ
ス
の
合
同
作
品
展

示
発
表
会
と
し
て
第
６
回
美
術

工
芸
展
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

作
品
展
示
や
各
部
門
の
グ
ル

ー
プ
紹
介
の
ほ
か
、体
験
教
室
、

作
品
作
成
の
た
め
の
相
談
会
も

開
催
し
ま
す
。
ま
た
、
抽
選
会

も
開
催
し
ま
す
。

 ○
４
月
22
日
（
土
）

　

午
前
10
時
～
午
後
６
時

○
４
月
23
日
（
日
）

　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

 

出
水
公
会
堂

 

無
料

体
験
教
室

○
水
彩
画
ス
ケ
ッ
チ
教
室
（
22

日
の
み
午
前
10
時
～
午
後
０

時
30
分
、
絵
具
、
画
板
、
画

用
紙
は
持
参
）

○
マ
ー
ブ
リ
ン
グ
教
室
（
両
日

　

午
前
10
時
～
正
午
（
先
着
50

　

人
））

○
写
真
を
楽
し
く
撮
り
ま
し
ょ

　

う
（
両
日
午
前
10
時
～
正
午
、

　
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
は
各
自
持
参
）

 

出
水
市
文
化
協
会
事
務
局

　
（
☎
�
２
２
０
０
）
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市
中
央
図
書
館
で
は
、
高
校
生

の
ク
ラ
ブ
「
Ｙ
Ａ
図
書
館
ク
ラ
ブ

員
」
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
本
や

図
書
館
に
興
味
が
あ
る
あ
な
た
、

Ｙ
Ａ
図
書
館
ク
ラ
ブ
で
文
学
活
動

を
満
喫
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

活
動
内
容　
絵
本
制
作
・
お
は
な

　

し
会
の
開
催
・
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト

　

ル
・
本
の
紹
介
Ｐ
Ｏ
Ｐ
の
制
作

　

な
ど

対
象
者　
高
校
生

 

（
活
動
日
）
５
月
、
７
月
、
９

月
、
11
月
、
１
月
、
３
月
の
第

３
日
土
曜
日
（
１
月
の
み
第
２

日
曜
日
）

 

市
立
中
央
図
書
館

・
　

市
立
中
央
図
書
館

　
（
☎
�
２
１
０
５
）

Ｙ
Ａ
図
書
館
ク
ラ
ブ
員
を

募
集

　

県
中
央
児
童
相
談
所
と
知
的
障

害
者
更
生
相
談
所
に
よ
る
「
巡
回

相
談
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

・

 

次
の
表
の
と
お
り

対
象
者　
療
育
手
帳
の
取
得
・
再

　

判
定
等
の
相
談
が
あ
る
方

※
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事

　

前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

・
　

本
庁
福
祉
課
障
害
福
祉
係

　
（
☎
�
４
０
４
５
）

相
　
　
　
談

相
　
　
　
談

療
育
手
帳
の
巡
回
相
談

今
月
の
環
境
標
語
～
２
０
１
６
年
度
環
境
標
語
作
品
展
よ
り
～

ゴ
ミ
集
め
　
地
球
の
み
来
を
　
守
る
ぼ
く

米
ノ
津
東
小
学
校 

四
年
　
土
川
　
侑
隼

そ
れ
を
　
ゴ
ミ
と
呼
ぶ
か
　
資
源
と
呼
ぶ
か

判
断
一
つ
で
　
地
球
は
変
わ
る

出
水
中
学
校 

二
年
　
青
﨑
　
優

（
注
）
学
校
名
・
学
年
は
入
賞
時
現
在

　

市
役
所
新
庁
舎
は
、
県
内
自
治

体
で
初
め
て
免
震
構
造
を
採
用
し

た
建
物
で
す
。
災
害
に
強
く
、
人

と
環
境
に
や
さ
し
い
庁
舎
を
見
学

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

庁
舎
の
見
学
は
無
料
で
、
職
員

が
ご
案
内
し
ま
す
。
ど
な
た
で
も

お
気
軽
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

※
見
学
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事

　

前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

見
学
の
ポ
イ
ン
ト

○
重
量
２
万
５
千
㌧
も
あ
る
庁
舎

　

を
61
基
の
免
震
装
置
で
支
え
、

　

地
震
の
揺
れ
か
ら
庁
舎
を
守
る

　

免
震
構
造

○
皆
さ
ま
が
来
庁
さ
れ
た
際
フ
ロ

　

ア
内
全
て
を
見
渡
す
こ
と
が
で

　

き
て
、
将
来
の
組
織
変
化
に
柔

　

軟
に
対
応
で
き
る
、
柱
の
な
い

　

約
22
㍍
幅
の
オ
ー
プ
ン
フ
ロ
ア

○
「
や
す
ら
ぎ
」
と
「
あ
た
た
か

　

み
」
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る

　

樹
齢
80
年
以
上
の
市
有
林
の
ス

　

ギ
・
ヒ
ノ
キ
を
使
用
し
た
家
具

　

や
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
の
仕
上
げ

 

お
申
し
込
み
の
際
は
、
見
学

　

希
望
日
時
、
希
望
者
数
、
氏
名

　
（
団
体
名
）
な
ど
を
お
知
ら
せ

　

く
だ
さ
い
。

市
役
所
の
新
庁
舎
を

ご
案
内
し
ま
す

※
申
し
込
み
状
況
に
よ
り
、
日
時

　

の
調
整
を
行
い
ま
す
。

・
　

本
庁
新
庁
舎
建
設
課

　
（
☎
�
４
０
８
４
）

　

Ｅ
メ
ー
ル　

chosya_c@
city.

　

izum
i.kagoshim

a.jp

防災行政無線のデジタル運用を開始
　災害時の防災情報や、平時の行政情報を市民の皆さまにお知らせする「防
災行政無線」を、３月からデジタル化しました。
　デジタル化により、市役所（本庁）から市内全域に放送できるようになり
ました。行政放送や時報の放送時刻は変更ありませんが、時報の音楽が一部
地域で変更になりました。
　災害時の防災情報、火災や行方不明者の緊急放送は随時放送します。

　本庁安全安心推進課（☎ 63 － 0203）

開催日時 会　場 申込期限
５月 31 日（水） 市社会福祉会館 ４月 25 日（火）
10 月 18 日（水） 市中央公民館 ９月 12 日（火）
２月 14 日（水） 市社会福祉会館 １月９日（火）

開催日時 会　場 申込期限
８月２日（水） 市社会福祉会館 ６月 27 日（火）

18 歳以上の方（時間は、午前９時～午後３時）

18 歳未満の方（いずれの会場も午前９時～午後３時）

出水・天草ロマンシャトルバスのバス停新設、ダイヤ改正
　出水・天草地域の観光振興と交通の利便性を向上させるために出水駅－蔵
之元港間シャトルバスを運行しています。
　４月１日からは、バス停を出水市内に２箇所新設して、ダイヤを一部改正
します。出水駅から蔵之元港までの移動手段としてご利用ください。
○新バス停名　今村西（ぬくもりの湯付近）、八幡神社東（ローソン出水八幡宮前店付近）
○時刻変更　出水駅発（最終便）午後６時 05 分（変更前午後６時 10 分）

 南国交通株式会社出水営業所（☎ 62 － 1626）、出水駅蔵之元港間シャトル
　 バス利用促進協議会事務局（天草市地域政策課）（☎ 0969 － 23 － 1111）
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子
育
て
応
援
メ
ー
ル
に

ご
登
録
く
だ
さ
い

　

市
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
き
ず
な
メ
ー

ル
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
の
協
働
で
、

子
育
て
応
援
メ
ー
ル
配
信
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

安
心
し
て
出
産
や
子
育
て
が
で

き
る
よ
う
に
タ
イ
ム
リ
ー
な
情
報

を
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
で
お
届
け
し

ま
す
。

対
象
者

　

市
内
在
住
の
妊
婦
お
よ
び
３
歳

　

未
満
の
乳
幼
児
の
保
護
者

※
パ
ー
ト
ナ
ー
、
ご
家
族
も
一
緒

　

に
ご
登
録
く
だ
さ
い
。

配
信
回
数

○
妊
娠
期
…
毎
日

○
出
産
後
…
生
後
０
歳
～
１
０
０

　

日
ま
で
毎
日

○
生
後
１
０
１
日
～
１
歳
の
誕
生

　

日
ま
で
３
日
に
１
回
程
度

○
１
歳
～
２
歳
未
満
ま
で
７
日
に

　

１
回
程
度

○
２
歳
～
３
歳
未
満
ま
で
、
14
日

　

に
１
回
程
度

配
信
内
容

妊
娠
期
…
お
な
か
の
赤
ち
ゃ
ん
の

　

様
子
（
赤
ち
ゃ
ん
の
一
般
的
な

　

成
長
・
発
達
の
様
子
）、
マ
マ

　

の
体
の
こ
と（
妊
娠
中
の
食
事
、

　

生
活
の
ア
ド
バ
イ
ス
）

出
産
後
…
お
子
さ
ん
の
成
長
の
様

　

子
、
子
育
て
ア
ド
バ
イ
ス
（
お

　

世
話
の
仕
方
、
触
れ
合
い
方
、

　

授
乳
や
離
乳
食
の
こ
と
な
ど
）

※
妊
娠
期
・
産
後
メ
ー
ル
に
は
、

　

月
齢
に
応
じ
た
本
市
の
事
業
サ

　

ー
ビ
ス
情
報
も
同
時
に
お
届
け

　

し
ま
す
。

登
録
方
法

①
次
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
る

　

か
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
に
、
空
メ

　

ー
ル
を
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

②
１
日
程
度
で
登
録
手
続
き
の
案

　

内
メ
ー
ル
が
届
き
ま
す
の
で
、

　

ご
登
録
く
だ
さ
い
。

○
妊
娠
期
メ
ー
ル

○
出
産
後
メ
ー
ル

 

本
庁
こ
ど
も
課
こ
ど
も
福
祉

　

 

係
（
☎
�
４
０
４
７
）

QR コードが読み取
れない時は、次のア
ドレスに空メールを
送信してください。
izumi@reg.
kizunamail.com

QR コードが読み取
れない時は、次のア
ドレスに空メールを
送信してください。
izumi_kosodate@
reg.kizunamail.com

機
能
内
容

子
育
て
支
援
情
報
を
確
認
で
き

る
！

○
子
育
て
世
帯
に
必
要
な
手
当
や

　

子
ど
も
医
療
費
助
成
等
の
案
内
、

　

健
診
や
予
防
接
種
の
情
報
、
相

　

談
窓
口
の
案
内
、
保
育
所
や
児

　

童
ク
ラ
ブ
の
一
覧
、
本
市
独
自

　

の
子
育
て
サ
ー
ビ
ス
の
情
報
、

　

親
子
交
流
サ
ー
ク
ル
や
子
育
て

　

サ
ロ
ン
の
情
報
な
ど
を
調
べ
ら

　

れ
ま
す
。

施
設
マ
ッ
プ
を
簡
単
に
探
せ
て
、

順
路
も
検
索
で
き
る
！

○
保
育
所
や
幼
稚
園
、
学
校
等
、

　

公
共
施
設
の
マ
ッ
プ
検
索
が
で

　

き
、
現
在
地
か
ら
の
距
離
や
順

　

路
が
分
か
り
、
施
設
情
報
も
調

　

べ
ら
れ
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
が
分
か
る
！

○
市
が
実
施
す
る
子
育
て
関
連
の

　

イ
ベ
ン
ト
が
表
示
さ
れ
ま
す
。

成
長
日
記
が
作
れ
る
！

○
子
供
の
体
重
や
身
長
、
写
真
、

　

コ
メ
ン
ト
を
登
録
す
る
こ
と
で
、

　

日
々
の
成
長
の
グ
ラ
フ
管
理
や

　

日
記
な
ど
が
利
用
で
き
ま
す
。

※
日
記
の
内
容
をtw

itter

やfa

　

cebook

（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
）
に
簡
単

　

に
投
稿
で
き
ま
す
。

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
方
法

○
「Googleplay

」（A
ndroid

）

　

ま
た
は
「A

ppStore

」（iO
S

）

　

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ

子
育
て
応
援
ア
プ
リ
配
信
中

　

市
で
は
、
子
育
て
応
援
ア
プ
リ

を
配
信
し
て
い
ま
す
。
子
育
て
支

援
情
報
や
イ
ベ
ン
ト
情
報
検
索
や

市
の
施
設
、
病
院
等
の
マ
ッ
プ
検

索
、
お
子
様
の
成
長
記
録
が
楽
し

め
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
専
用
の
市

の
公
式
ア
プ
リ
で
す
。

　

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

※
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
は
無
料
で
す
が
、

　

接
続
料
・
通
信
料
は
登
録
者
の

　

負
担
に
な
り
ま
す
。

対
象
者　
市
内
在
住
の
妊
婦
の
方

　

や
就
学
前
の
子
供
の
保
護
者

※
施
設
の
マ
ッ
プ
検
索
な
ど
も
あ

　

り
ま
す
の
で
、
対
象
者
以
外
の

　

方
も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

子
　
育
　
て

子
　
育
　
て

ア
プ
リ
と
メ
ー
ル
で

子
育
て
を
応
援

　

だ
さ
い
。

○
ア
イ
フ
ォ
ン
を
ご
利
用
の
方

○
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
を
ご
利
用
の
方

 

本
庁
こ
ど
も
課
こ
ど
も
福
祉

　

 

係
（
☎
�
４
０
４
７
）

iphone を ご 利 用
の方は、このＱＲ
コードを読み取る
か、App Store で検
索してください。

Android を ご 利 用
の 方 は、 こ の Ｑ Ｒ
コ ー ド を 読 み 取 る
か、Google play で検
索してください。

③
登
録
が
完
了
し
た
ら
、
登
録
完

　

了
メ
ー
ル
が
届
き
、
登
録
終
了

　

で
す
。
次
の
日
か
ら
子
育
て
応

　

援
メ
ー
ル
が
届
き
ま
す
。

※
「
重
要
事
項
の
説
明
」
を
よ
く

　

お
読
み
の
上
、
同
意
し
た
上
で

　

ご
登
録
く
だ
さ
い
。

※
メ
ー
ル
の
内
容
は
、
妊
娠
・
出

　

産
・
子
育
て
に
関
す
る
一
般
的

　

な
常
識
、
医
学
情
報
に
基
づ
く

　

も
の
で
、
全
て
の
方
に
当
て
は

　

ま
る
も
の
で
な
い
こ
と
を
あ
ら

　

か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
子
育
て
応
援
メ
ー
ル
の
登
録
は

　

無
料
で
す
が
、
接
続
料
、
通
信

　

料
は
登
録
者
の
負
担
に
な
り
ま

　

す
。
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市
で
は
、
地
域
の
子
育
て
支
援

の
輪
を
広
げ
、
子
育
て
し
や
す
い

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
、

子
育
て
支
援
に
関
す
る
活
動
を
自

主
的
に
行
っ
て
い
る
子
育
て
支
援

グ
ル
ー
プ
・
団
体
等
に
対
し
補
助

金
を
交
付
し
ま
す
。

※
補
助
対
象
グ
ル
ー
プ
と
な
る
た

　

め
に
は
要
件
が
あ
り
ま
す
。

補
助
金
の
額

　

補
助
対
象
経
費
に
相
当
す
る
額

　

以
内
と
し
、
１
グ
ル
ー
プ
当
た

　

り
年
額
５
万
円
が
上
限
で
す
。

交
付
申
請
受
付
期
間

　

４
月
３
日（
月
）～
同
28
日（
金
）

　
（
土
・
日
、
祝
日
を
除
く
。）

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15

　

分
※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

　

だ
さ
い
。

 

本
庁
こ
ど
も
課
こ
ど
も
福
祉

　

係
（
☎
�
４
０
４
７
）

　

市
で
は
、
18
歳
ま
で
の
子
供
が

医
療
機
関
等
で
治
療
を
受
け
た
場

合
に
、
保
険
診
療
に
係
る
自
己
負

担
額
を
全
額
助
成
し
て
い
ま
す
。

※
高
額
療
養
費
、
附
加
給
付
金
、

子
育
て
支
援
グ
ル
ー
プ

の
活
動
を
支
援

　

市
で
は
、
少
子
化
対
策
の
一
つ

と
し
て
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
の

健
や
か
な
成
長
を
願
い
３
子
以
上

を
養
育
し
て
い
る
方
に
対
し
、
第

３
子
以
降
の
児
童
の
小
学
校
入
学

時
に
お
祝
い
金
を
贈
り
ま
す
。

支
給
対
象
者
（
次
の
要
件
を
す
べ

て
満
た
す
方
）

○
３
子
以
上
を
養
育
し
て
い
る
方

○
第
３
子
以
降
の
児
童
の
小
学
校

　

入
学
日
に
お
い
て
、
養
育
者
が

　

本
市
に
１
年
以
上
住
所
を
有
す

　

る
方

対
象
児
童
（
今
年
度
就
学
児
童
）

　

２
０
１
０
年
４
月
２
日
～
２
０

　

１
１
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
児

　

童
支
給
金
額　
10
万
円

支
給
時
期　
５
月
下
旬

申
請
期
間　
４
月
17
日
（
月
）
～

　

同
28
日
（
金
）

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15

　

分
※
土
・
日
、
祝
日
を
除
く

※
申
請
期
間
を
過
ぎ
た
場
合
も
受

　

け
付
け
ま
す
が
、
期
間
を
過
ぎ

　

た
場
合
は
、
申
請
月
の
翌
月
以

　

降
に
お
祝
い
金
を
支
給
し
ま
す
。

申
請
期
限　
当
該
入
学
の
年
度
末

江
え ら

良　勝
かつのり

則さん（61）
出水市の好きなところは？
　長い間、北陸での生活から
帰郷し、気候も人情も温かい
田舎暮らしが最高です。
出水市に望むことは？
　雇用の創出で若者に魅力あ
るまちづくりを。休耕地の有
効活用で豊かな産業の模索。
　朝６時のチャイムは必要？
一度検討してもらえたらと思
う。

茂
も は ら

原　惠
け い こ

子さん（69）
出水市の好きなところは？
　どこにも誇れる武家屋敷群
に古い歴史を感じます。
出水市に望むことは？
　人口の増加策に、短大、大
学の分校でもできたらいいか
な？と思います。
ひと言　出水に嫁いで46年。
本当にいいまちだと日々感じ
ます。年を重ねるごとに大好
きになっていきます。

必
要
書
類

○
ツ
ル
の
里
子
宝
お
祝
い
金
支
給

　

申
請
書

※
対
象
者
に
は
入
学
式
以
降
に
申

　

請
書
を
郵
送
し
ま
す
。

○
納
税
に
関
す
る
証
明
書
（
本
庁

　

税
務
課
ま
た
は
各
支
所
総
合
市

　

民
課
で
証
明
を
受
け
て
く
だ
さ

　

い
。（
証
明
手
数
料
２
０
０
円
）

○
振
込
先
の
金
融
機
関
の
通
帳　

　
（
保
護
者
名
義
の
も
の
）

○
印
鑑
（
シ
ャ
チ
ハ
タ
不
可
）

・
　

　

本
庁
こ
ど
も
課
こ
ど
も
福
祉
係

　
（
☎
�
４
０
４
７
）
ま
た
は
各

　

支
所
総
合
市
民
課

子
ど
も
医
療
費
の
手
続
き

北星園祭が開催されます
 ４月 29 日（土・祝日）

　 午前９時 30 分～午後３時
 北星園（美原町）

内容　手芸品、花・野菜の苗、木工関連商品などの
　　　販売、焼きそばやたこ焼きなどの飲食店の出
　　　店や和太鼓や吹奏楽などの演奏

 北星園（☎ 63 － 8561）

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
災
害

　

給
付
金
で
支
給
さ
れ
る
部
分
は

　

助
成
対
象
外
で
す
。

対
象
年
齢　
18
歳
ま
で
（
高
校
卒

　

業
年
齢
相
当
）

※
18
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初

　

の
３
月
31
日
ま
で
の
者

子
ど
も
医
療
費
の
資
格
要
件

○
市
内
に
住
所
が
あ
る
児
童

○
市
内
に
保
護
者
の
住
所
が
あ
り
、

　

進
学
・
施
設
入
所
等
の
理
由
に

　

よ
り
市
外
に
住
所
が
あ
る
児
童

※
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成
・

　

重
度
心
身
障
害
者
医
療
助
成
・

　

生
活
保
護
の
対
象
児
童
は
除
く

変
更
の
手
続
き

　

転
入
・
転
出
・
転
居
時
や
保
険

　

証
が
変
わ
っ
た
場
合
、
子
ど
も

　

医
療
費
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

　

だ
さ
い
。

 

本
庁
こ
ど
も
課
こ
ど
も
福
祉

　

係
（
☎
�
４
０
４
７
）

第
３
子
以
降
の
就
学
時
に

お
祝
い
金
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※記号　 …日時　 …場所　 …料金　 …申し込み　 …問い合わせ先



※
期
間
中
は
、
閲
覧
手
数
料
は
無

　

料
で
す
が
、
コ
ピ
ー
さ
れ
る
方

　

は
、
１
枚
当
た
り
10
円
が
必
要

　

で
す
。

 

本
庁
税
務
課
固
定
資
産
税
係

　
（
☎
�
４
０
３
２
）
ま
た
は
各

　

支
所
総
合
市
民
課

　

夏
休
み
に
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、

学
校
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
、
英

語
研
修
、
文
化
交
流
、
地
域
見
学
、

野
外
活
動
な
ど
の
海
外
体
験
を
し

ま
せ
ん
か
。

　

５
月
21
日
（
日
）
に
福
岡
市
で

説
明
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

※
派
遣
日
程
、
対
象
者
、
参
加
費

　

等
は
事
業
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

 

７
月
26
日
（
木
）
～
８
月
16

　

日
（
水
）
の
間
、
８
～
18
日
間

 

イ
ギ
リ
ス
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

　

ア
・
カ
ナ
ダ
・
サ
イ
パ
ン
・
シ

　

ン
ガ
ポ
ー
ル
・
フ
ィ
ジ
ー
・
フ
ィ

　

リ
ピ
ン

対
象
者

　

小
学
３
年
生
～
高
校
３
年
生

 

24
万
８
千
円
～
63
万
８
千
円

※
別
途
、
個
人
経
費
が
必
要

応
募
期
限　
５
月
26
日
（
金
）
ま

　

た
は
６
月
９
日
（
金
）

 
（
公
財
）
国
際
青
少
年
研
修
協

　

会
（
東
京
都
品
川
区
）

　
（
☎
０
３

－

６
４
１
７

－

９
７

　

２
１
）

　

E-M
A

IL　

 info@
kskk.or.jp

　

U
R

L　

http://w
w

w
.kskk.

　
　

or.jp

　

確
定
申
告
書
を
提
出
し
た
後
で

計
算
誤
り
な
ど
申
告
し
た
内
容
に

間
違
い
が
あ
る
こ
と
に
気
付
い
た

場
合
に
は
、｢

更
正
の
請
求｣

や

｢

修
正
申
告｣

を
行
い
、
税
額
を

訂
正
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
確
定
申
告
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
に
、
確
定
申
告
す

る
こ
と
を
忘
れ
て
い
た
場
合
は
で

き
る
だ
け
早
く
申
告
し
て
く
だ
さ

い
。

　

詳
し
く
は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（w

w
w

.nta.go.jp

）
を
ご
覧

い
た
だ
く
か
、
最
寄
り
の
税
務
署

に
お
気
軽
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

 

出
水
税
務
署

　
（
☎
�
０
２
０
０
）

※
自
動
音
声
案
内

確
定
申
告
が
間
違
っ
て

い
た
ら

　

市
で
は
、
次
の
期
間
、
土
地
価

格
等
縦
覧
帳
簿
お
よ
び
家
屋
価
格

等
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
と
固
定
資
産

課
税
台
帳
の
閲
覧
が
で
き
ま
す
。

こ
の
機
会
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

 

（
縦
覧
）
４
月
１
日
（
土
）
～

　

６
月
30
日
（
金
）

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15

　

分
※
土
・
日
、
祝
日
を
除
き
ま
す
。

 

（
縦
覧
）

　

本
庁
税
務
課
、
高
尾
野
支
所
お

　

よ
び
野
田
支
所
総
合
市
民
課

縦
覧
で
き
る
人

○
市
内
の
固
定
資
産
税
の
納
税
者

○
市
内
の
固
定
資
産
税
の
納
税
者

　

の
委
任
を
受
け
た
人
（
委
任
状

　

が
必
要
）

※
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

 

無
料

※
申
請
書
お
よ
び
委
任
状
の
様
式

　

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

　

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧

　

閲
覧
時
間
お
よ
び
場
所
は
土
地

　

価
格
等
縦
覧
帳
簿
お
よ
び
家
屋

　

価
格
等
縦
覧
帳
簿
と
同
じ
で
す
。

税
帳
簿
の
縦
覧
お
よ
び

税
台
帳
の
閲
覧

　

４
月
か
ら
本
市
で
も
病
児
保
育

事
業
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

病
児
保
育
事
業
と
は
…
病
気
で
集

　

団
保
育
の
困
難
な
乳
幼
児
や
小

　

学
校
就
学
児
童
の
預
か
り
事
業

　

で
す
。

対
象
年
齢

　

０
歳
児
～
小
学
校
６
年
生

事
業
開
始
日　
４
月
１
日

事
業
者　
医
療
法
人
三
省
会
（
こ

　

ど
も
ク
リ
ニ
ッ
ク
永
松
）

事
業
所
名　
病
児
保
育
室
ち
び
っ

　

こ
ハ
ウ
ス
イ
チ
ゴ
（
平
和
町
）

　
（
☎
�
１
５
２
５
）

実
施
日　
月
曜
～
土
曜
日
（
日
曜

　

日
、
祝
祭
日
、
年
末
年
始
を
除

　

く
日
。
そ
の
他
の
休
み
は
、
病

　

院
の
休
院
日
に
準
じ
ま
す
。）

実
施
時
間

○
月
曜
日
～
金
曜
日

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
６
時

○
土
曜
日

　

午
前
８
時
30
分
～
正
午

利
用
方
法

前
日
ま
で
の
準
備

①
市
に
事
前
登
録
（
本
庁
こ
ど
も

　

課
（
⑨
番
窓
口
）、
各
支
所
総

　

合
市
民
課
）

②
施
設
の
予
約

③
診
察（
か
か
り
つ
け
医
に
病
児
・

　

病
後
児
保
育
施
設
で
の
保
育
が

　

可
能
な
状
態
か
相
談
し
て
、「
医

　

師
連
絡
票
」
を
記
入
し
て
も
ら

　

っ
て
く
だ
さ
い
。）

利
用
日
当
日

①
入
室
前
診
察
（
利
用
申
込
書
を

　

記
入
し
、
児
童
の
状
態
を
診
察

　

し
ま
す
。）

②
預
か
り

・
昼
食
は
、
症
状
に
応
じ
た
お
弁

　

当
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

・
保
育
中
に
不
足
し
た
ミ
ル
ク
や

　

紙
お
む
つ
等
は
、
実
費
負
担
で

　

す
。

③
お
迎
え
（
保
育
中
の
児
童
の
様

　

子
を
連
絡
票
で
お
知
ら
せ
）

・
利
用
料
や
不
足
分
の
負
担
金
等

　

の
支
払
い

 

利
用
料
金

○
１
日
利
用　

２
千
円
（
千
円
）

○
半
日
利
用　

千
円（
５
０
０
円
）

※
カ
ッ
コ
内
は
、
市
民
税
非
課
税

　

世
帯
の
利
用
料
金
で
す
。

※
生
活
保
護
世
帯
は
無
料
で
す
。

※
４
時
間
未
満
の
利
用
は
半
日
、

　

４
時
間
以
上
の
利
用
は
１
日
の

　

利
用
区
分
で
計
算
し
ま
す
。

 

本
庁
こ
ど
も
課
こ
ど
も
施
設

　

係
（
☎
�
４
０
５
４
）

病
児
保
育
事
業
が

始
ま
り
ま
す
！

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

夏
休
み
に
海
外
体
験

し
ま
せ
ん
か
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本
庁
税
務
課
課
税
係

　
（
☎
�
４
０
３
１
）

　

申
告
所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別

所
得
税
、
消
費
税
お
よ
び
地
方
消

費
税
（
個
人
事
業
者
）
の
納
税
は
、

金
融
機
関
の
預
貯
金
口
座
か
ら
引

き
落
と
し
さ
れ
る｢

振
替
納
税｣

が
大
変
便
利
で
す
。
利
用
さ
れ
て

い
な
い
方
は
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
今
ま
で
口
座
振
替
に
よ

り
納
付
し
て
い
る
方
に
は
、
金
融

機
関
か
ら
領
収
証
書
を
送
付
し
て

い
ま
し
た
が
、
本
年
か
ら
送
付
さ

れ
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

申
告
所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所

得
税
の
振
替
日

　

４
月
20
日
（
木
）

消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
（
個

人
事
業
者
）
の
振
替
日

　

４
月
25
日
（
火
）

※
詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
税
務
署

　

に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

 

出
水
税
務
署
（
☎
�
０
２
０
０
）

※
自
動
音
声
案
内

　

未
成
年
者
が
飲
酒
を
す
る
と
、

脳
障
害
等
の｢

身
体
的
影
響｣

、

若
わかまつ

松　真
しんいち

一さん（33）
出水市の好きなところは？
　自然が多く、住みやすいと
ころが好きです。
出水市に望むこは？
　待機児童問題が話題にな
っていますが、周りに話を聞
くと大変だと実感します。保
育所等増えれば活性化でき
るのではと思います。
ひと言　野田 710 クラブ部
員募集中。いつでも歓迎！

坂
さかぐち

口　愛
あ い み

美さん（31）
出水市の好きなところは？
　美

お い
味しい食べものに出会

える場所がたくさんある。
出水市に望むことは？
　若い世代が「出水で働きた
い！」と思える町になってほ
しい。
ひと言
　今日も安全運転でお願い
します！

精
神
的
成
長
や
心
理
的
発
達
の
停

止
等
の｢

精
神
的
影
響｣

お
よ
び

非
行
問
題
等
の｢

社
会
的
影
響｣

が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
で
は
、｢

未
成
年
者
飲
酒

禁
止
法｣

に
よ
り
、
20
歳
未
満
の

者
の
飲
酒
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
。
違
反
し
た
場
合
、
飲
酒
を
し

た
未
成
年
者
本
人
で
は
な
く
、
親

や
、
未
成
年
者
が
自
ら
飲
酒
す
る

こ
と
を
知
り
な
が
ら
お
酒
を
販
売

･

提
供
し
た
販
売
業
者
等
に
対
し

て
罰
則
が
科
さ
れ
ま
す
。

　

大
人
が
社
会
全
体
の
責
務
と
し

て
、
未
成
年
者
飲
酒
の
未
然
防
止

に
積
極
的
に
取
り
組
む
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

な
お
、
国
税
庁
を
含
む
関
係
省

庁
は
、
毎
年
４
月
を｢

未
成
年
者

飲
酒
防
止
強
調
月
間｣

と
し
て
、

全
国
的
な
広
報
啓
発
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

 
熊
本
国
税
局
酒
税
課

　
（
☎
０
９
６

－

３
５
４

－

６
１

　

７
１
）

　

65
歳
以
上
の
公
的
年
金
受
給
者

の
方
で
、
介
護
保
険
料
、
国
民
健

康
保
険
税
、
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
等
が
賦
課
さ
れ
て
い
る
方

は
、
次
の
よ
う
な
場
合
に
保
険
料

飲
酒
は
20
歳
に
な
っ
て

か
ら

等
が
受
給
さ
れ
て
い
る
年
金
か
ら

特
別
徴
収
（
差
し
引
き
）
さ
れ
ま

す
。

年
金
か
ら
特
別
徴
収
さ
れ
る
方

○
老
齢
、
退
職
、
障
害
、
遺
族
年

　

金
を
年
額
18
万
円
以
上
受
給

○
介
護
保
険
料
が
年
金
受
給
額
の

　

２
分
の
１
以
下

○
国
民
健
康
保
険
税
ま
た
は
後
期

　

高
齢
者
医
療
保
険
料
と
介
護
保

　

険
料
と
の
合
算
額
が
年
金
受
給

　

年
額
の
２
分
の
１
以
下

※
国
民
健
康
保
険
税
の
場
合
、
世

　

帯
主
お
よ
び
世
帯
内
の
国
保
被

　

保
険
者
全
員
が
65
歳
以
上
75
歳

　

未
満

　

な
お
、
介
護
保
険
、
後
期
高
齢

申
告
所
得
税
な
ど
の

振
替
期
日

者
医
療
保
険
等
の
資
格
を
取
得
し

て
か
ら
し
ば
ら
く
の
間(

７
～
８

カ
月
）
は
、
納
付
書
ま
た
は
口
座

振
替
の
方
法
で
保
険
料
等
を
納
付

し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
後
条
件
を

満
た
す
場
合
に
年
金
か
ら
の
特
別

徴
収
に
移
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

 

本
庁
税
務
課
課
税
係
（
☎
�

４
０
３
１
）
ま
た
は
各
支
所
総

合
市
民
課

年
金
か
ら
の
保
険
料
等

特
別
徴
収

　

４
月
１
日
現
在
の
軽
自
動
車
等

の
所
有
に
対
し
て
、
軽
自
動
車
税

の
納
税
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
。

４
月
中
旬
に
送
付
し
ま
す
の
で
、

５
月
１
日
（
月
）
ま
で
に
納
付
し

て
く
だ
さ
い
。

　

身
体
障
害
者
等
を
対
象
と
し
た

軽
自
動
車
税
の
免
除
申
請
は
、
一

度
申
請
を
す
れ
ば
、
翌
年
度
以
降

の
申
請
は
不
要
で
す
（
障
害
者
等

級
の
変
更
、
住
所
変
更
な
ど
は

届
け
出
が
必
要
）。
新
た
な
免
除

申
請
は
、
本
庁
お
よ
び
各
支
所

で
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
が
、

２
０
１
７
年
度
の
免
除
申
請
の
受

付
期
限
は
、
５
月
１
日
（
月
）
ま

で
で
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

４
月
・
５
月
の
車
検

○
４
月
に
車
検
を
受
け
る
方

　

２
０
１
６
年
度
の
納
税
証
明
書

　

で
車
検
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

　

ま
す
。（
有
効
期
限
４
月
30
日
）

※
現
金
で
納
付
さ
れ
た
場
合
の
み

　

２
０
１
７
年
度
の
納
税
証
明
書

　

で
も
車
検
を
受
け
る
こ
と
が
で

　

き
ま
す
。

○
５
月
に
車
検
を
受
け
る
方

　

２
０
１
７
年
度
の
納
税
証
明
書

　

が
必
要
で
す
。（
口
座
振
替
の

　

方
は
、
記
帳
さ
れ
た
通
帳
を
持

　

っ
て
窓
口
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。）

軽
自
動
車
税
の
納
付
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上場・大川内・東出水・出水・西出水地区
月　日 会　場 時　間

上
場
・
大
川
内
地
区

４
月
18
日
（
火
）

上場健康管理センター前 ９：40 ～ ９：55
下青椎バス停留場前 10：10 ～ 10：20
宮之元自治公民館 10：25 ～ 10：35
大川内農業者
トレーニングセンター 10：40 ～ 10：55

不動野自治公民館 11：10 ～ 11：20
田原自治公民館 13：30 ～ 13：40

東
出
水
地
区

下平野自治公民館 13：50 ～ 14：00
日添自治公民館 14：10 ～ 14：20
芭蕉自治公民館 14：30 ～ 14：40
日当自治公民館 14：50 ～ 15：00

４
月
19
日
（
水
）

萩之段自治公民館 ９：30 ～ ９：40
井上自治公民館 ９：50 ～ 10：00
愛宕下自治公民館 10：10 ～ 10：20
渡瀬口自治公民館 10：30 ～ 10：40
松尾自治公民館 13：30 ～ 13：40
太田自治公民館 13：50 ～ 14：00
広瀬自治公民館 14：10 ～ 14：20
春日町自治公民館 14：30 ～ 14：40

出
水
地
区

４
月
20
日
（
木
）

小原上自治公民館 ９：20 ～ ９：30
宇都野々多目的集会施設 ９：40 ～ ９：50
上山崎自治公民館 10：00 ～ 10：10
諏訪馬場自治公民館 10：20 ～ 10：30
表郷西自治公民館 10：40 ～ 10：50
沖田自治公民館 13：20 ～ 13：30
上沖田自治公民館 13：35 ～ 13：45
平良馬場自治公民館 13：55 ～ 14：05
上町自治公民館 14：15 ～ 14：25
下古市自治公民館 14：35 ～ 14：45
向江自治公民館 14：55 ～ 15：05

西
出
水
地
区

４
月
21
日
（
金
）

江川野自治公民館 ９：20 ～ ９：35
清水自治公民館 ９：45 ～ ９：55
上中自治公民館 10：05 ～ 10：15
下中自治公民館 10：25 ～ 10：35
上屋団地自治公民館 10：45 ～ 10：55
野添自治公民館 11：05 ～ 11：15
西町自治公民館 13：30 ～ 13：40
花立東自治公民館 13：50 ～ 14：00
花立西自治公民館 14：10 ～ 14：20
政所自治公民館 14：30 ～ 14：40

出水地域、西出水・米ノ津地区
月　日 会　場 時　間

出
水
地
域

４
月
23
日

（
日
）

大川内農業者 
トレーニングセンター ９：20 ～ ９：35

出水公会堂 10：00 ～ 10：20
米ノ津公会堂 10：45 ～ 11：00

西
出
水
地
区

４
月
25
日
（
火
）

上大野原自治公民館 ９：20 ～ ９：30
下大野原自治公民館 ９：40 ～ 10：10
西大野原自治公民館 10：15 ～ 10：25
横尾自治公民館 10：35 ～ 10：45
桜町自治公民館 13：30 ～ 13：40
八幡自治公民館 13：50 ～ 14：00
鹿島自治公民館 14：10 ～ 14：25

４
月
28
日
（
金
）

上松自治公民館 ９：30 ～ ９：40

米
ノ
津
地
区

上村東自治公民館 ９：45 ～ ９：55
上村西自治公民館 10：05 ～ 10：15
津山自治公民館 10：25 ～ 10：35
福ノ江自治公民館 13：30 ～ 13：40
掛腰自治公民館 13：50 ～ 14：00
新蔵上自治公民館 14：10 ～ 14：20
新蔵中自治公民館 14：30 ～ 14：40
福ノ江港自治公民館 14：50 ～ 15：00

注射手数料（年１回）　3,400 円
○荘地区、米ノ津地区（一部）、米ノ津東地区、高尾野地域、
　野田地域は５月に行います。

○登録している犬の所有者には、狂犬病予防集合注射の
　案内および問診票を通知していますので、必ず問診票
　を持参してください。
※登録しているのに通知が届かない方や、問診票を紛失
　された方はご連絡ください。

○登録していない犬は、当日会場で登録（新規登録手数
　料 3,000 円）と注射ができます。
※日程表以外に、市内の動物病院でも接種および登録が
　できます。
問い合わせ先　本庁生活環境課生活環境係
　　　　　　　（☎ 63 － 4042）

2017 年度　狂犬病予防集合注射日程表
～４月から６月までは、狂犬病予防注射月間です。都合の良い会場で接種しましょう～

 
★鑑札と注射済票は、必ず

犬に着けましょう

★ふんの後始末は飼い主の

責任です。ふん害防止にご

協力ください。
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市
で
は
、
人
・
農
地
プ
ラ
ン
の

区
域
を
見
直
し
ま
し
た

　

２
０
１
５
年
度
ま
で
市
内
９
地

域
で
人
・
農
地
プ
ラ
ン
を
策
定
し

て
い
ま
し
た
が
、
広
範
囲
で
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、
同
エ
リ
ア
内
で
も

問
題
意
識
を
共
有
し
づ
ら
く
、
活

動
が
有
効
に
機
能
し
に
く
い
状
況

も
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
今
年
度
か
ら
「
出
水

地
域
」
を
東
出
水
、
出
水
、
西
出

水
の
３
地
区
に
、「
米
ノ
津
地
域
」

を
米
ノ
津
東
、
米
ノ
津
の
２
地
区

に
細
分
化
し
て
、
計
画
の
見
直
し

を
行
い
ま
し
た
。

　

現
在
、
大
川
内
、
東
出
水
、
出

水
、
西
出
水
、
米
ノ
津
東
、
米
ノ

津
、
荘
、
高
尾
野
、
下
水
流
、
江

内
、
野
田
、
東
干
拓
の
12
地
域
で
、

人
・
農
地
プ
ラ
ン
が
策
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

※
計
画
の
内
容
な
ど
詳
し
く
は
お

　

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

本
庁
農
政
課
農
政
畜
産
係

　
（
☎
�
４
１
２
９
）

地
域
農
業
の

未
来
の
設
計
図

2017 年度出水市農作業賃金等標準額
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【一般作業】

作業名等 単位 標準額（円）

農作業
重労働 8 時間 6,300（昨年度 6,000 円）
軽労働 8 時間 5,800（昨年度 5,600 円）

【機械作業】※農地の条件等に合わせて双方で適正な額の話し合いをお願いします。
作業名等 単位 標準額（円） 備　考

水田耕 10a
6,000 平耕起１回につき
8,000 荒しろから仕上げしろまで

機械田植 10a
7,500 同時施肥
6,500 施肥なし

水稲育苗 1 箱
597 受け取り
647 配達込み

バインダー 10a 9,000 ひも機械持ち
コンバイン 10a 13,000~16,000 刈取りのみ（運搬料については双方の話し合いによる）

脱穀作業（水稲） 1 袋 350 コンバイン袋
畑耕うん 10a 6,000

甘
かんしょ

藷つる切り 10a 4,000 　
甘藷機械堀り 10a 4,500 　
マルチャー 10a 7,500 うね立兼用（作業料金は作物により双方の話し合いによる）

サブソイラー 10a 4,000
パワーディスク 10a 5,000 　　

堆肥散布 10a 5,500 牛堆肥散布まで（２ｔ積散布車）
牧草梱包 10a 6,000 梱包のみ（ひも機械持ち）

防除作業
粉剤

10a
2,000

水稲を基準とする（薬剤は委託者持ち）
乳剤 3,000

アクスルプラウ 10a 4,000
ライムソワー（肥料散布機） 10a 2,000

畦塗り 1m 片面 40~50 地域性・水田等の条件により双方で加減する
バレイショ掘取り 10a 4,500

※地域性・水田の条件（湿田・搬入不便・未整備田等）により双方で加減する。
※倒伏田については、2 割増以内とし、ほ場の状態により双方で加減する。
※１筆当たりの面積が５a 未満の場合は５a とし、10a 未満の場合は 10a とする。

　市農業委員会では、次のとおり農作業賃金等標準
額を設定しましたので、目安としてお使いください。

　４月２日は国連が定めた「世界自閉症啓発デー」、
４月２日～同８日は「発達障害啓発週間」です。
　自閉症を始めとする発達障害の方は、他人の意図
や感情を直感的に理解したり、言葉を適切に使うこ
となどが苦手な場合があり、学校や職場でさまざま
な問題や困難に直面することがあります。
　これらは、親のしつけや家庭環境が原因ではなく、

脳機能の発達に関係するものです。
　発達障害は、見た目には障害があることが分かり
にくいため、行動や態度を誤解されることがありま
すので、発達障害の特性を知り、正しく理解するこ
とが大切です。
問い合わせ先
　県障害福祉課（☎ 099 － 286 － 2744）

世界自閉症啓発デー・発達障害啓発週間

19 18広報いずみ2017（平成29年）４月 広報いずみ2017（平成29年）４月

※記号　 …日時　 …場所　 …料金　 …申し込み　 …問い合わせ先



１
日
の
飲
酒
適
量
を
ご
存
知

で
す
か
？

　

健
康
い
ず
み
21
（
出
水
市
健
康
増

進
計
画
）
で
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
に
関

し
て
、
皆
さ
ま
に
取
り
組
ん
で
い
た

だ
き
た
い
行
動
目
標
を
掲
げ
て
い
ま

す
。
こ
の
計
画
策
定
時
の
ア
ン
ケ
ー

ト
で
、
１
日
の
飲
酒
適
量
を
知
っ
て

い
る
人
は
、
男
性
が
34
・
５
㌫
、
女

性
が
32
・
５
㌫
で
し
た
。

　

適
量
以
上
の
飲
酒
が
続
く

と
、
生
活
習
慣
病
の
リ
ス
ク
を

高
め
ま
す
。
ほ
か
に
も
、
急
激

に
血
中
ア
ル
コ
ー
ル
濃
度
が
上

昇
す
る
こ
と
で
、
運
動
失
調
や

嘔
吐
を
伴
っ
た
意
識
障
害
を
起

こ
す
若
者
の
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒

が
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
理
由
と
し
て
、「
脳
が
お
酒

に
慣
れ
て
い
な
い
」「
危
険
な

飲
み
方
を
好
む
」
な
ど
が
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
20
代
前
半
で

は
女
性
の
飲
酒
率
が
男
性
よ
り

も
高
く
な
る
な
ど
女
性
の
飲
酒

も
問
題
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

お
酒
を
飲
む
人
は
、
週
２
回

は
休
肝
日
に
す
る
な
ど
体
に
優

し
い
お
酒
の
飲
み
方
を
マ
ス

タ
ー
し
ま
し
ょ
う
。
お
酒
が
百

126

薬
の
長
と
な
る
よ
う
に
、
お
酒
を
飲

む
人
も
飲
め
な
い
人
も
、
１
日
の
飲

酒
適
量
を
覚
え
て
お
き
、
周
り
の
方

に
飲
み
過
ぎ
を
防
ぐ
声
掛
け
を
お
願

い
し
ま
す
。

・
未
成
年
者
に
お
酒
を
勧
め
ま
せ
ん

・
二
十
歳
に
な
る
ま
で
、
勧
め
ら
れ
て

　

も
お
酒
を
飲
み
ま
せ
ん

・
休
肝
日
と
適
量
飲
酒
を
心
掛
け
ま
す

行
動
目
標

春野菜のさっぱりサラダ（春野菜レシピ）
　健康いずみ 21 では、「１日野菜小鉢５皿（350 ｇ）」を推進しています。
　今回は、春野菜を使ったレシピをご紹介。
　アスパラガスに含まれるアスパラギン酸は、免疫力アップや疲労回復の効果が期待されます。
　調理のときに、硬くてすじ張った根元の皮をむくことでおいしく食べることができます。

＞＞作り方
　①新玉ねぎは薄切りにして水にさらした後、水気をしっかり切る。
　　アスパラガスは根元 1/3 の皮をピーラーでむき、４㎝の斜め切りにする。
　②切ったアスパラガスは、塩（分量外）を入れた熱湯で硬めにゆでて水気を切る。
　③新玉ねぎ、アスパラガス、油を軽く切ったツナを調味料であえて、味をなじませる。
　④皿に盛り付け、彩りにトマトを添えると完成♪

材料（４人分）
新玉ねぎ� １個（200g）
アスパラガス� １束（80g）
ツナ� １缶（80g）
酢� 大さじ１

オリーブ油� 大さじ１
塩� 少　々
こしょう� 少　々
トマト� お好み

春野菜でLet's cooking！
　 疲労回復が期待で
き、作り方も簡単な、
ヘルシーメニューです。

（エネルギー：103kcal、タ

ンパク質：4.5g、脂質：
7.4g、炭水化物：4.9g、
食物繊維：1.3g、塩分：
0.7g）
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学
生
納
付
特
例

　

20
歳
に
到
達
し
た
日
本
国
内
に

住
所
を
有
す
る
方
は
国
民
年
金
の

被
保
険
者
と
な
り
保
険
料
の
納
付

義
務
が
生
じ
ま
す
。

　

保
険
料
の
納
付
が
難
し
い
場

合
、
所
得
が
一
定
以
下
の
学
生
は

申
請
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が
猶

予
さ
れ
る「
学
生
納
付
特
例
制
度
」

が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

特
例
制
度
の
対
象
と
な
る
学
生

　

大
学
（
大
学
院
）、
短
期
大
学
、

高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
専

修
学
校
お
よ
び
修
業
年
限
が
１
年

以
上
の
課
程
で
あ
る
各
種
学
校
等

に
在
学
す
る
学
生
（
夜
間
・
定
時

制
課
程
お
よ
び
通
信
課
程
も
含

む
）
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

学
生
納
付
特
例
制
度
の
特
徴

　

学
生
納
付
特
例
制
度
の
承
認
を

受
け
た
期
間
は
、
老
齢
年
金
の
受

給
資
格
期
間
や
障
害
年
金
と
遺
族

年
金
の
保
険
料
納
付
要
件
の
対
象

と
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
10
年
以
内
に
猶
予
さ

れ
た
保
険
料
の
納
付
（
追
納
）
が

な
け
れ
ば
、
将
来
受
給
す
る
老
齢

基
礎
年
金
額
の
計
算
対
象
期
間
に

は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
承
認
を
受
け
た
年
度
か

ら
起
算
し
て
３
年
度
目
以
降
に
保

険
料
を
追
納
す
る
場
合
は
承
認
当

時
の
保
険
料
に
加
算
額
が
上
乗
せ

さ
れ
ま
す
。

開 催 日　５月 25 日（木）
開 催 場 所　野田支所 市民相談室
開 催 時 間
　午前 10 時～正午
　午後１時〜午後 3 時 30 分
相談内容　老齢年金、遺族年金等の

請求手続き、年金受給見込額など
相 談 員　川内年金事務所職員
予約受付期間
　各開催日の１カ月前～１週間前

（土・日、祝日を除く午前８時 30 分
～午後５時 15 分）
予約申込先
　本庁市民生活課　住民年金係
　☎ 63 － 2111（内線 1537・1538）

５月　出水地区年金相談
（月 1 回・完全予約制）

（
相
談
事
例
）

　

パ
ソ
コ
ン
で
動
画
を
見
て
い
た
ら
、

突
然
警
告
音
が
鳴
り
出
し
止
ま
ら
な
く

な
っ
た
。

　

パ
ニ
ッ
ク
状
態
に
な
り
、
画
面
に
出

て
い
た
「
対
策
を
す
る
」
と
い
う
表
示

の
あ
っ
た
電
話
番
号
に
連
絡
し
て
し

ま
っ
た
。
電
話
の
相
手
が
、
１
万
円
程

払
え
ば
音
を
消
し
て
く
れ
る
と
言
う
の

で
、
仕
方
な
く
お
願
い
し
、
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
番
号
を
教
え
た
。
相
手
の
指

示
に
従
い
パ
ソ
コ
ン
を
操
作
し
た
後
、

遠
隔
操
作
に
よ
り
警
告
音
と
画
面
は
消

え
た
が
、
不
審
で
あ
る
。

　

パ
ソ
コ
ン
で
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
閲
覧

中
に
、突
然
、警
告
音
が
鳴
り
出
し
、「
あ

な
た
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
ウ
イ
ル
ス
が

見
つ
か
り
ま
し
た
」
な
ど
と
い
う
警
告

表
示
が
表
れ
た
ま
ま
消
え
ず
、
画
面
上

の
電
話
番
号
に
連
絡
さ
せ
る
よ
う
に
仕

向
け
る
事
例
が
、
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

音
や
画
面
表
示
が
出
て
も
、
と
に
か

く
慌
て
ず
、
落
ち
着
く
こ
と
が
大
切
で

す
。

　

画
面
の
連
絡
先
に
電
話
を
す
る
と

「
警
告
音
や
画
面
を
消
す
た
め
」
と
ウ

イ
ル
ス
対
策
ソ
フ
ト
等
を
イ
ン
ス
ト
ー

ル
さ
せ
ら
れ
、
料
金
を
請
求
さ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　

決
し
て
画
面
の
連
絡
先
に
、
電
話
を

し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　

警
告
音
や
画
面
を
消
す
方
法
は
、
独

立
行
政
法
人
情
報
処
理
推
進
機
構
（
Ｉ

Ｐ
Ａ
）
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
参
考
に
な

り
ま
す
。

　

困
っ
た
と
き
は
、
出
水
市
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
に
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
の
利
用

　

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、
商
品

や
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
消
費
生
活
全
般
に

関
す
る
苦
情
や
問
い
合
わ
せ
な
ど
、
市

内
に
居
住
す
る
消
費
者
か
ら
の
相
談
を

専
門
の
相
談
員
が
受
け
付
け
、
公
正
な

立
場
で
処
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

※
事
業
者
か
ら
の
相
談
は
受
け
付
け
ら

　

れ
ま
せ
ん
の
で
了
承
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
市
外
に
お
住
ま
い
の
方
は
、

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
（
局
番
な
し
の

１
８
８
）
に
電
話
す
る
と
、
音
声
ガ
イ

ダ
ン
ス
が
流
れ
、
居
住
地
の
郵
便
番
号

を
入
力
す
る
な
ど
す
れ
ば
、
お
住
ま
い

の
地
域
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
等
を
ご

案
内
し
ま
す
。

○平日（祝祭日を除く）
　午前８時30分〜午後５時
　（正午〜午後１時を除く）

　本庁生活環境課内
　（☎63−6203）
※高尾野・野田支所での来所相談は、
　事前にセンターにお電話ください。

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
閲
覧
中
の

　
ニ
セ
の
警
告
音
に

　
　
だ
ま
さ
れ
な
い
で
！

出水市消費生活センター
【相談日時と場所】

手
続
き
に
必
要
な
添
付
書
類
等

・
学
生
証
の
写
し
ま
た
は
在
学
証

　

明
書
（
原
本
）

・
印
鑑

・
退
職
（
失
業
）
し
た
方
が
申
請

　

を
行
う
と
き
は
、退
職
（
失
業
）

　

し
た
こ
と
を
確
認
で
き
る
書
類

　
（
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
、
雇

　

用
保
険
被
保
険
者
離
職
票
等
の

　

写
し
）

※
転
入
し
て
こ
ら
れ
た
方
は
、
前

　

居
住
地
で
の
前
年
（
ま
た
は
前

　

々
年
）
の
所
得
額
証
明
書
が
必

　

要
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

毎
年
度
申
請
が
必
要

　

本
年
２
月
中
旬
ま
で
に
学
生
納

付
特
例
を
申
請
さ
れ
、
４
月
以
降

も
同
じ
学
校
に
在
学
予
定
の
方

は
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
３
月
下

旬
に
発
送
さ
れ
る
「
学
生
納
付
特

例
申
請
書
（
は
が
き
）」
に
必
要

事
項
を
記
入
・
押
印
の
上
、
返
送

す
る
だ
け
で
新
年
度
の
申
請
が
で

き
ま
す
。

※
在
学
す
る
学
校
な
ど
が
変
わ
っ

　

た
方
は
再
度
窓
口
で
の
手
続
き

　

が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
市
民
生
活
課
住
民
年
金
係

　
（
☎
�
２
１
１
１
（
代
表
））
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◎ ２０１６年度こんなことがありました！ 

８月：ツル博物館クレインパークいずみに絵本コーナー設置 

８月：ツル博物館クレインパークいずみでおはなし会を開催 

９月：幼稚園等への巡回用として「札幌すずらん文庫」の寄付受け入れ  

10 月：市内 14 小学校に「札幌すずらん文庫」の寄付受け入れ 

    11 月：「わくわく☆おはなしフェスタ」を開催 

  １月：「第 10 回読書活動日本一のまちづくり推進大会」を開催 

  ４月～３月：ブックスタート事業 24 回開催 

４月～３月：セカンドブック事業 12 回開催 

  ４月～２月：おはなし玉手箱 22 会場で開催（参加者 494 人） 

  ９月～３月：「札幌すずらん文庫」市立幼稚園を巡回中 

 

◎ ブックカバーをリニューアルしました！ 

2013 年度に本市の読書活動と観光をＰＲす

ることを目的にブックカバーを作り、市外から

の農家民泊の生徒や視察の方、市内の学校に配

布しました。 

今回、出水商業高等学校の生徒さんに「本を

読むつるみんジャー」を新たに制作してもらい

ました。これまでと趣の異なるブックカバーに

なっています。 

現在、市内小中学校に配布し、今後も、これ

までと同様に農家民泊の生徒等に配布したり、

市で開催されるさまざまな会議などでも、要望

があれば配布したりして、多くの方に使用して

いただければと思っています。 

◎ 家読にお勧めします！！ 

 

「かぜのでんわ」 いもとようこ作/絵 

岩手県大槌町に東日本大震災の後に、実際に設置された「風の電話ボックス」をモデルに書

かれた絵本です。 
山の上に置かれた電話は、今はそばにいない人と自由に話すことのできる電話です。もう二

度と会うことのできない大切な人にそれぞれが、伝えたい思いとは・・・・・・。 
家族への思いを、共に生活している今、伝えてみてはいかがでしょうか。市立図書館３館で

貸し出している本です。どうぞお読みください。 
 

 

 

「読書活動日本一の 

まちづくり」を目指して 

読書活動に関する問い合わせ先 

読書推進課 

電話６３－４１２１ 

第３土曜日は「市民読書の日」 
読書活動推進ホームページ「よんみゃんせ」

http://www.city.izumi.kagoshima.jp/reading/index.html 
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読書活動に関する問い合わせ先

      読書推進課
☎ 63‒4121

第３土曜日は「市民読書の日」
読書活動推進ホームページ「よんみゃんせ」

http://www.city.izumi.kagoshima.jp/reading/index.html



≪幼児・小学生≫

●「いすにすわってたべなさい。｣� 平田　昌広　作
●「げんきにおでかけ」� 五味　太郎　作
●「わたしだけのものがたり」� パメラ・ザガレンスキー　作・絵
●「水の森の秘密」� 岡田　淳　作
●「がっこうだってどきどきしてる」� アダム・レックス　文
●「うちってやっぱりなんかへん？」� トーリル・コーヴェ　作
●「いたずらこやぎと春まつり」� 松居　スーザン　作
●「ねこの町のリリアのパン」� 小手鞠　るい　作
●「あかですよあおですよ」� かこ　さとし　作
●「ふたりユースケ」� 三田村　信行　作

≪中学生・高校生≫

●「わたしのカブトムシ研究」� 小島　渉　著
●「ぼくのとなりにきみ」� 小嶋　陽太郎　著
●「少年Ｎの長い長い旅 02」� 石川　宏千花　著

≪一般≫

●「失われた地図」� 恩田　陸　著
●「合理的にあり得ない」� 柚月　裕子　著
●「ゼロ・アワー｣� 中山　可穂　著
●「木足の猿」� 戸南　浩平　著
●「誘拐捜査」� 緒川　怜　著
●「なかなか暮れない夏の夕暮れ」� 江國　香織　著
●「ついに、来た？｣� 群　ようこ　著
●「バラ色の未来」� 真山　仁　著
●「柳生三代の鬼謀」� 鳥羽　亮　著
●「そういう生き物」� 春見　朔子　著
●「テロリストの処方」� 久坂部　羊　著
●「最終兵器は女王様」� 福田　和代　著
●「本を守ろうとする猫の話｣� 夏川　草介　著
●「東京クルージング」� 伊集院　静　著
●「主君」� 高殿　円　著

図書館名
（電話番号） 開館時間 ４月の休館日

中央図書館
（☎ 63 ｰ 2105）

平日
午前９時～午後８時
土曜・日曜日、祝日
午前９時～午後６時

17日
高尾野図書館

（☎ 82 ｰ 5452）
午前９時～午後６時 21日野田図書館

（☎ 84 ｰ 3100）

2017 年４月　移動図書館運行表

ステーション名 運行時間
運行日

４月

第１
火曜日

千本付団地広場 10：00～10：20

４日
18日

平和団地集会室 10：30～10：50
鹿島住宅広場 14：20～14：40
茶円堀団地広場 14：50～15：10
鹿島自治公民館 15：20～15：40

第１・３
水曜日

東辺田自治公民館前 10：10～10：30
５日
19日

尾野島浜自治公民館 10：45～11：05
菅原神社（荘上・荘下） 14：10～14：30
ウッドタウン自治公民館 14：45～15：05

第１・３
木曜日

太田原住宅 10：30〜10：50

６日
20日

上場集落 13：45〜14：05
宮之元集落 14：25〜14：45
原（農業者トレーニングセンター） 14：55〜15：15
不動野集落 15：25〜15：45

第２・４
木曜日

内野々下自治公民館 10：00〜10：20
13日
27日

受口自治公民館 10：40〜11：00
屋地自治公民館 14：10〜14：30
熊野神社前 14：40〜15：00

第２・４
金曜日

鶴亀タウン 9：40〜10：00

14日
28日

元町自治公民館 10：15〜10：35
今釜西自治公民館 10：50〜11：10
鶴水園 14：10〜14：40
加紫久利住宅広場 14：55〜15：15
米ノ津駅前広場 15：25〜15：45

今月のおはなし会・親子読書会のご案内

中 央 図 書 館 おはなしのへや
（毎週水曜日）

５、12、19、26日
午後４時〜

高尾野図書館

おはなしのへや
（毎週月曜日）

３、10、17、24日
午後４時〜

親子読書教室 
「すくすく」

11日（火）、25日（火）
午前10時30分〜

野 田 図 書 館

おはなしのじかん
（毎週木曜日）

６、13、20、27日
午後４時〜

だっこでギュッ ６日（木）
午前10時30分〜

夜のおなはし会 23日（日）午後７時〜

「おはなしのへや」「おはなしのじかん」
「夜のおはなし会」スペシャルのご案内

「おはなしのへや」「おはなしのじかん」
中 央 図 書 館　４月 26 日 （水）
高尾野図書館　４月 24 日 （月）
野 田 図 書 館　４月 27 日 （木）
時　　　　間　各館とも午後４時～

「夜のおはなし会」
野 田 図 書 館　４月 23 日 （日）
時　　　　間　午後７時～

　4 月 23 日～５月12 日は「こどもの読書週間」。
これにちなんで、毎週各館で行っている「おはなしの
へや」「おはなしのじかん」、毎月 23 日野田図書館恒
例の「夜のおはなし会」をスペシャルバージョンでお
届けします。ぜひご参加ください。

新しい本の紹介（予定）新しい本の紹介（予定）

http://www.izumi-library.jp/
出水市立図書館　トップページ 検 索
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就
業
支
援
な
ど
で
協
定

雇
用
対
策
協
定
締
結

　３月１日、市と厚生労働省鹿児島労働局が雇用対
策協定を結びました。
　この協定により、多様に変化する雇用情勢に迅速
に対応し、人材確保支援、若者の地元就職促進、女
性や障害者の就業支援等を今まで以上に推進されま
す。今後相互に協議し、地元企業と求職者のマッチ
ングや企業説明会などが行われる予定です。

こ
こ
ろ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

命
の
教
育
推
進
事
業

　２月23日、下水流小学校で夢先生による授業「夢
の教室」が行われました。これは、市内小学５年生
と中学２年生の全児童生徒を対象に行っているもの
で、下水流小学校では、格闘家の菊野克紀氏による
授業が行われました。
　児童らは、「ワクワクドキドキを大切に」「感謝す
ることを大切に」など、先生の話を熱心に聞き入っ
ていました。

シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
を
学
ぶ

魅
力
あ
る
商
業
空
間
づ
く
り

　２月12日、市役所多目的ホールで魅力ある商業空
間づくりシンポジウムが開催されました。
　第１部は、商店街活性化や特産品等の商品開発の
取り組みについての事例発表、第２部は、先進事例

（宮崎県日南市油津商店街）の紹介と事例発表者によ
るパネルディスカッションが行われました。各テー
ブルでは、参加者同士の積極的な意見交換が行われ、
事例発表者への質問もありました。

　２月25日、市文化会館などで生涯学習福祉ボラン
ティアフェスタが開催されました。
　社会福祉や社会教育功労などの表彰の後、舞の海
秀平氏（元小結・舞の海）の記念講演、活動体験発表
や交流園芸大会などが行われました。また、本会
場周辺では、生涯学習・福祉体験コーナー、バザー、
炊き出し、展示、スタンプラリーなども行われました。
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　３月５日、市公開武家屋敷「竹添邸」でひな飾りを
眺めながら抹茶とお菓子を味わう、ひなまつりのお
点前が開催されました。市もてなしの心育成協議会
と出水麓街なみ保存会の共催。
　「税所邸」ではひな飾りの展示と子供の着付け体験
もあり、訪れた市民らは、この時期ならではの雰囲
気を楽しんでいました。

ひ
な
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の
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え

市
公
開
武
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敷

　３月３日、出水市ＰＲ大使である坂井宏行氏のフ
ランス料理店「ラ・ロシェル福岡」で春の美食会が開
催されました。「坂井宏行　故郷への思い～鹿児島
県出水市～」がテーマ。出水産の食材をふんだんに
使用したコース料理が並びました。ツルや竹灯籠を
モチーフに装飾された会場内で、出水市の魅力を
たっぷり発信していただきました。

出
水
の
食
材
ふ
ん
だ
ん
に

ラ・ロ
シ
ェ
ル
福
岡
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有料広告欄有料広告欄有料広告欄有料広告欄
【申込・問い合わせ先】
　　　本庁政策経営部総合政策課秘書広報係
　　　☎0996−63−4120

本市で春季キャンプ
九州東海大学・西日本工業大学

　２月17日～同27日に九州東海大学野球部の皆さん
が、２月27日～３月９日に西日本工業大学野球部の
皆さんが、本市野球場等で春季キャンプを行いまし
た。本市での練習の成果が発揮され、大会等で活躍
されることを願っています。

郷
土
入
り
日
間
３
位
・
５
日
間
総
合
７
位

県
下
一
周
市
郡
対
抗
駅
伝
競
走
大
会

　2月18日～同22日、県内一円で県下一周市郡対抗
駅伝競走大会が開催されました。
　出水チームは、大会前に故障者が相次ぎ苦戦が予
想される中、高校生の若い力と一般・大学生の安定
感が上手くかみあい目標に向かって粘りの走り。
　郷土入りとなる2日目は、地元の声援に後押しさ
れ、日間３位の好成績でした。５日間の総合では、
７位の成績で、来年につながる大会になりました。
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有料広告を
募集

有料広告を
募集

有料広告を
募集

有料広告を
募集

【申し込み・問い合わせ先】
　　　本庁政策経営部総合政策課秘書広報係
　　　☎0996−63−4120

所在地  出水市上鯖渕１４７５番地３ 
TEL ０９９６ｰ７９－４８３９（担当・中村） 

ホームヘルパースタッフ増員調整にともない 

登録型ホームヘルパー募集中 

資 格  ／ 旧ヘルパー２級以上、介護職員初任者研修 
訪問地区／ 出水地区（野田、高尾野）全域  
時 間 帯／ 勤務可能な曜日と時間帯をご相談下さい 

仕事と家事、子育て等との両立をお考えの方大歓迎です♪ 

薬局平和調剤センター 薬局平和調剤古賀町店
　水俣総合医療センター近く、天神耳鼻科前 古賀町（緒方眼科前）

電話　０９６６－６２－０２３０ 電話　０９６６－６２－２２７２

営業時間　平日　８：３０～１８：３０ 営業時間　平日　８：３０～１８：００

　　　　　　　　 　　土曜　８：３０～１７：３０ 　　　　　　　　　　 土曜　８：３０～１３：００

薬剤師募集（正社員・パート）

          勤務地：水俣市　　
             勤務時間等はご相談に応じます

           お気軽にお電話ください

　　　　　　　　　　電話　０９６６－６２－２２７２　（担当　下田）

2017年度 ジュニア テニス スクール 生徒募集 
テンポイントジュニアテニスクラブでは、テニスの基本、楽しさを教えています。 
対象は、小学1年生～中学3年生まで 定員70名   初心者大歓迎です 
レッスンは土曜日（出校日除く） 
出水市市営コート   
   小学1年～小学5年 
      9：00～10：30   
   小学6年～中学3年 
     10：30～12：00  

お問い合わせは 
テニス・ソフトテニス 
バドミントン専門店 
プラスワンポイント 
 出水市上知識町612 
 0996-79-3755 
 営業時間10時～20時 

　このページは、有料広告を掲載するページです。
　広告内容は、広告主の原稿をそのまま掲載してありますので、
詳細な内容については、広告主に直接、お問い合わせください。
　広報いずみの発行部数は約21,000部で市内のほぼ全世帯に配
布されます。同窓会や記念事業等のイベント告知にもご利用く
ださい‼
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暮らしの情報暮らしの情報

当番医のお知らせ当番医のお知らせ
　担当医療機関は、下表のとおりです。
○都合により担当医療機関が変更になることがあります。出水消防署（☎63−0119）にお問い合わせください。
○当番医での受診は、急患に限ります。
※［当］：日曜・祝日在宅当番医（午前９時〜午後５時）
　［児］：小児科当番医（午前10時〜正午）午後も受け付ける場合がありますので、直接お問い合わせください。

４　　　　　月
日 医　療　機　関　名

２日（日）

［当］ 出水眼科 眼科 春日町 ☎ 62 − 8350

［当・児］ こどもクリニック永松 小児科 鹿島 ☎ 64 − 1500

［当］ 鶴見医院 内・呼吸科 阿久根市 ☎ 73 − 0553

［当］ 平尾診療所 内・外科 長島町 ☎ 88 − 2595

９日（日）

［当］ 福永内科循環器科 循環器・内科 向江 ☎ 62 − 8200

［当］ 境田医院 産婦・内・外科 天神（出水） ☎ 67 − 2600

［当・児］ しみずこども医院 小児科 阿久根市 ☎ 68 − 0633

［当］ 黒木胃腸科外科医院 胃腸・外科 阿久根市 ☎ 75 − 0200

［当］ 飯尾医院 内・外・婦人科 長島町 ☎ 88 − 5040

16 日（日）

［当・児］ キッズクリニック 小児科 向江 ☎ 63 − 7707

［当］ よう皮ふ科医院 皮膚科 鹿島 ☎ 63 − 1112

［当］ いまむらクリニック 泌尿器科・内科 阿久根市 ☎ 73 − 1700

［当］ 鷹巣診療所 内・外科 長島町 ☎ 86 − 0054

23 日（日）

［当］ 奥田蘇明会医院 内・皮膚・精神科 町（高尾野） ☎ 82 − 3998

［当・児］ 二宮医院 内・小児科 栄町 ☎ 62 − 0167

［当］ 門松医院 内・外科 阿久根市 ☎ 64 − 6100

［当］ 長島クリニック 内・外科 長島町 ☎ 88 − 6405

29 日（土）

［当］ つかさとクリニック 内・神経内科 今釜西 ☎ 67 − 5560

［当］ 平田整形外科クリニック 整外科 西町 ☎ 62 − 8801

［当］ 山田クリニック 内・外科 阿久根市 ☎ 72 − 0420

［当］ 平尾診療所 内・外科 長島町 ☎ 88 − 2595

30 日（日）

［当］ 吉田耳鼻咽喉科医院 耳鼻咽喉科 栄町 ☎ 62 − 0170

［当］ 高尾野診療所 内・外科 上の原（高尾野） ☎ 82 − 0017

［当］ 北国医院 外・小児・整外科 阿久根市 ☎ 72 − 0016

［当］ 飯尾医院 内・外・婦人科 長島町 ☎ 88 − 5040

［児］ 出水総合医療センター 早馬 ☎ 67 − 1611

※夜間の急患（内科・小児科）、夜間一次救急診療所（野田診療所内）（☎ 84 − 2023）午後 7 時～同 11 時
・来院の際は、来院される前に必ず電話で症状をお知らせください。
※おおむね 15 歳未満の子どもの夜間電話相談「鹿児島県小児救急電話相談」
　（☎♯ 8000 または☎ 099 − 254 − 1186）平日・土曜日（午後７時～翌午前８時）日曜・祝日（24 時間）
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暮らしの情報暮らしの情報

休日当番歯科医・当番薬局休日当番歯科医・当番薬局
４月29日

中 島 歯 科 医 院 歯科 ☎82－0020 町（高尾野)
いまがま調剤薬局 ☎65－7550 今 釜 西
ひ ま わ り 薬 局 ☎62－6070 桜 町

４月30日
金 子 歯 科 医 院 歯科 ☎63－2150 栄 町
クレイン調剤薬局 ☎63－4300 栄 町
高 尾 野 会 営 薬 局 ☎64－2110 上 の 原
会 営 薬 局 ☆ ☎64－8280 早 馬

期　　間
出　水　地　域 高尾野・野田・荘地域

工 事 事 業 者 平　日 休日および平日の
　　午後５時以降 工事事業者 平　日 休日および平日の

　　午後５時以降
４月１日～２日 北 薩 設 備 ☎62－6011

携帯電話
（090－7397－7898）

桑野水道設備 ☎82－4385

携帯電話
（090－7154－7490）

４月３日～９日 第 一 産 業 ☎63－0708 中 畠 組 ☎82－0437

４月10日～16日 道 添 建 設 ☎62－3833 山﨑水道設備 ☎82－1600

４月17日～23日 川 島 工 建 ☎63－6685 福 井 組 ☎84－2534

４月24日～30日 出水合同電設 ☎62－0676 慶 越 組 ☎82－0442

火の元には十分注意しましょう！
出水市消防本部管内の火災・救急状況（2017年２月１日〜同２月28日）

火　　　　　　災 救　　　　　　急
発生件数 うち建物 死者 負傷者 発生件数 うち急病

出　　水 ０件（－４） ０件（－４） ０人（－１） ０人（－１） 186件（±０） 102人（－３）
2017年の累計 ２件（－３） ２件（－３） １人（±０） ０人（－１） 369件（－17） 197人（－14）

※（　）内の数字は前年同月比

水道修繕工事当番事業者

※家庭内の修繕は、施工した工事事業者にご連絡ください。

※家庭内の修繕は、施工した工事事業者にご連絡ください。

４月の主な行事

４月２日
金 子 歯 科 医 院 歯科 ☎63－2150 栄 町
ク レ モ ア 薬 局 ☎63－5401 春 日 町
か し ま 薬 局 ☎63－3970 鹿 島

４月９日
あ く ね 歯 科 医 院 歯科 ☎72－0556 阿久根市
か り ん 薬 局 ☎64－1400 向 江 町
エ ン ジ ェ ル 薬 局 ☎65－7637 天神（出水）

４月16日
福 原 歯 科 医 院 歯科 ☎63－2501 上 沖 田
さ く ら 薬 局 ☎63－7700 向 江 町
あ す か 薬 局 ☎63－7322 鹿 島

４月23日
水 野 歯 科 医 院 歯科 ☎82－0064 柴 引
う ら く ぼ 薬 局 ☎82－2539 上 り 立

※歯科医院診療時間　午前９時〜正午
☆小児科当番薬局　　午前 10 時〜正午
◎変更になることがあります。
　出水消防署（☎63−0119）にお問い合わせください。

２日（日）▶市消防団辞令交付式・規律訓練（午前８時30分・市総合運動公園多目的広場）

22日（土）・23日（日）▶市文化協会美術工芸展（午前10時・出水公会堂）

29日（土・祝日）▶野間之関所まつりウォーキング大会（午前10時・野間之関所跡周辺）

29日（土・祝日）▶春の自然まつりチャレンジラリー（午前９時・青年の家（市民の森））
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を
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に
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参
加
者
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花
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ー
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で
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ま
す

　

少
年
少
女
合
唱
団
の
歌
声
を
聞
き

に
演
奏
会
に
。（
韓
国
か
ら
２
団
体

約
90
人
の
ゲ
ス
ト
出
演
な
ど
（
３

ペ
ー
ジ
参
照
））

　

野
田
女
子
高
校
生
活
文
化
科
の
生

徒
が
デ
ザ
イ
ン
し
て
、
20
年
ぶ
り
に

新
調
さ
れ
た
新
制
服
の
お
披
露
目
も

あ
り
、
団
員
た
ち
の
姿
に
歓
声
が
上

が
り
ま
し
た
。お
よ
そ
30
曲
の
合
唱
。

普
段
は
月
に
２
～
３
回
の
練
習
だ
そ

う
で
す
が
、
会
場
を
引
き
込
む
そ
の

歌
声
に
驚
き
、
子
供
た
ち
の
可
能
性

に
魅
了
さ
れ
ま
し
た
。

　

韓
国
の
２
合
唱
団
は
、
翌
日
、
市

役
所
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
で
も
歌
声

を
披
露
し
て
く
れ
ま
し
た
。（
浦
﨑
）

『今月の問題』
日本の国鳥は次のうちどれで
しょう。
Ａ　ニワトリ
Ｂ　ツル
Ｃ　キジ

３月号のクイズと答え

世界３大珍味の一つ、キャビアは
何の卵でしょう。
　Ａ　チョウザメ
　Ｂ　ギンザメ
　Ｃ　ウバザメ
答はＡチョウザメでした。

　ツルの保護などに役立ててほしいと、
県ツル保護会に寄付をしてくださった、
国際ソロプチミスト出水（中村美早子会
長）の皆さん

　ツルの保護などに役立ててほしいと、
県ツル保護会に寄付をしてくださった、
出水ライオンズクラブ（井島祐一郎会長）
の皆さん

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　独創的な取り組みで地域に元気を与え
たことが評価され、第７回地域再生大賞
で優秀賞を受賞された「着物で出水武家
屋敷を歩こう会」の皆さん

　ツルの恩返し便交流事業実行委員会（山床
憲次会長）が、ツルの保護などに役立ててほ
しいと、県ツル保護会に売り上げの一部を寄
付してくださいました。ツルの恩返し便は、
16 品目合計で 1,895 口が発送されました。


